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令和３年第６回府中町議会定例会 

会 議 録（第１号） 

 

１．開 会 年 月 日     令和３年１２月１７日（金） 

２．招 集 の 場 所     府中町議会議事堂 

３．開 議 年 月 日     令和３年１２月１７日（金） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

４．出席議員（１８名） 

   議長  益 田 芳 子 君    副議長  西 山   優 君 

   １番  川 上 翔一郎 君     ２番  宮 本   彰 君 

   ４番  狩 野 雄 二 君     ５番  坂 田 栄 一 君 

   ６番  田 中 伸 武 君     ７番  山 口 晃 司 君 

   ８番  二 見 伸 吾 君     ９番  梶 川 三樹夫 君 

  １０番  西   友 幸 君    １１番  寺 尾 光 司 君 

  １２番  力 山   彰 君    １３番  三 宅 健 治 君 

  １４番  齋 藤   昇 君    １６番  橋 井   肇 君 

  １７番  児 玉 利 典 君    １８番  木 田 圭 司 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

５．欠席議員（０名） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

６．付議事件 

  １ 会議録署名議員の指名 

  ２ 会期の決定 

  ３ 諸報告 

    （１）議長報告 

    （２）常任委員会委員長報告 

    （３）議会運営委員会委員長報告 

    （４）議会報特別委員会委員長報告 

    （５）災害対策特別委員会委員長報告 

    （６）監査委員報告 
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    （７）広島県後期高齢者医療広域連合議会議員報告 

  ４ 町長報告 

   ・行政報告 

  ５ 報告第１５号 専決処分の承認について 

  ６ 第４７号議案 令和３年度府中町一般会計補正予算（第７号） 

  ７ 第４８号議案 令和３年度府中町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

  ８ 第４９号議案 令和３年度府中町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

  ９ 第５０号議案 令和３年度府中町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

 １０ 第５１号議案 令和３年度府中町下水道事業会計補正予算（第１号） 

 １１ 第５２号議案 府中町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関 

           する基準を定める条例の一部改正について 

 １２ 第５３号議案 府中町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める 

           条例の一部改正について 

 １３ 第５４号議案 府中町国民健康保険条例の一部改正について 

 １４ 第５５号議案 府中町国民健康保険税条例の一部改正について 

 １５ 第５６号議案 府中町立公民館の設置及び管理条例及び府中町歴史民俗資料館 

           の設置及び管理条例の一部改正について 

 １６ 第５７号議案 固定資産評価審査委員会委員選任の同意について 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

７．説明のため会議に出席した者 

      町 長   佐 藤 信 治 君 

      副 町 長   齋 藤 哲 也 君 

      教 育 長   新 田 憲 章 君 

      総 務 企 画 部 長   増 田 康 洋 君 

      財 務 部 長   胡 子 幸 穂 君 

      福 祉 保 健 部 長   山 西 仁 子 君 

      町 民 生 活 部 長   金 光 一 隆 君 

      消 防 長   新 宅 和 彦 君 

      教 育 部 長   榎 並 隆 浩 君 

      総務企画部次長兼総務課長   森 本 雅 生 君 
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      財 務 部 次 長 兼 財 政 課 長   中 本 孝 弘 君 

      福祉保健部次長兼福祉課長   長 西 弘 子 君 

      政 策 企 画 課 長   土 井 賢 二 君 

      管 財 課 長   宮 迫 五 郎 君 

      税 務 課 長   藤 田 正 明 君 

      子 育 て 支 援 課 長   金 本 智 巳 君 

      保 険 年 金 課 長   藤 永 美 香 君 

      健 康 推 進 課 長   塩 月 久美子 君 

      高 齢 介 護 課 長   宮 脇 理 恵 君 

      環 境 課 長   小 路 和 司 君 

      下 水 道 課 長   原 田   司 君 

      都 市 整 備 課 長   礒 亀   智 君 

      教 育 委 員 会 総 務 課 長   岩 﨑 雅 男 君 

      学 校 教 育 課 長   立 花 淑 子 君 

      社 会 教 育 課 長   山 本 進 一 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

８．職務のため会議に出席した者 

      議 会 事 務 局 長   森     太 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

９．議事の内容 

（開会 午前 ９時３０分） 

○議長（益田芳子君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１８名で定足数に達しておりますので、議会は成立いたして

おります。よって、令和３年第６回府中町議会定例会を開会いたします。 

（開議 午前 ９時３０分） 

○議長（益田芳子君） 直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程でございますが、お手元に配付いたしております日程で会議を進め

てまいりたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。よって、議事日程のとおり会議を進め
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ることと決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日は、１３番三宅議員、１４番齋藤議員を指名いたします。よろしくお願いいた

します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第２、会期の決定を議題に供します。 

  本定例会の会期につきましては、案としてお手元に配付しておりますとおりです。 

  それでは、お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日から１２月２１日までの５日間といたしたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議ないようでございますので、本定例会の会期は、本日か

ら１２月２１日までの５日間と決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第３、諸報告に入ります。 

  まず、議長報告を行います。 

  ９月定例会以降、１１月１２日に広島県町議会議長会の定例議長会会議に出席し、

来年度の事業計画、予算等について協議をしております。 

  続いて、例年であれば町村議会議長全国大会へ出席するところでしたが、昨年度に

引き続き、新型コロナウイルス感染症のため参加者が制限され、議長会からは代表と

して会長以下役員が出席をしております。 

  詳細につきましては、議会事務局に資料がございますので、御覧いただければと思

います。 

  以上で、議長報告を終わります。 

  次に、各委員会の委員長報告を行います。 

  総務文教委員会、木田委員長、お願いします。 

○１８番（木田圭司君） 皆さん、おはようございます。総務文教委員会の報告をさせ

ていただきます。 

  ９月定例会以降、１２月６日に委員会と協議会を開催しております。 
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  委員会では、町長、教育長からの報告を受けた後、財務に関する事務調査というこ

とで、府中公民館の使用料の見直しについて説明を受けております。これにつきまし

ては、１２月９日に開催された全員協議会で同様の報告がありましたので、皆様御承

知のことと思います。 

  その後、協議会を開会し、今定例会に向けた議案等の概要説明を受けております。

なお、本会議から当委員会への付託議案はございませんでした。 

  以上、簡単ですが、総務文教委員会の報告を終わります。ありがとうございました。 

○議長（益田芳子君） 厚生委員会、山口委員長、お願いします。 

○７番（山口晃司君） 皆さん、おはようございます。厚生委員会の報告をさせていた

だきます。 

  令和３年９月定例会以降、令和３年１０月１５日に委員会を、１２月７日に委員会

並びに協議会を開催しております。 

  １０月１５日の委員会では、生活環境に関する事務調査として、パートナーシップ

宣誓制度及び豪雨災害時の河川の危険箇所などについて説明を受けました。 

  １２月７日の委員会では、社会福祉事業に関する事務調査として、府中町高齢者い

きいき活動ポイント事業の取組状況、生活環境に関する事務調査として、下水道事業

会計分の工事請負契約の締結の報告及び工事請負変更契約の締結の報告について説明

を受けました。 

  そのほか、１２月定例会前ということで、町議会に切り替えて提出予定の案件につ

いて説明を受けております。なお、本会議から当委員会への付託議案はございません

でした。 

  以上で、厚生委員会の報告を終わります。 

○議長（益田芳子君） 建設委員会、西委員長、お願いします。 

○１０番（西 友幸君） 皆さん、おはようございます。建設委員会の報告をさせてい

ただきます。 

  令和３年９月定例会以降、１２月８日に委員会及び協議会を開催しております。 

  １２月８日の委員会では、建設事業に関する事務調査、都市計画に関する事務調査

及び、山陽本線連続立体交差及び向洋駅周辺再整備事業に関する事務調査に関し、

３件の説明がありました。 

  １項目めは、工事請負契約の締結の報告についてです。八幡３３号線の改良工事な
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ど、全部で７件の工事請負契約の締結について説明がありました。 

  ２項目めには、工事請負変更契約の締結の報告について、柳ケ丘５７号線の道路改

良工事の説明がありました。 

  ３項目めは、向洋駅利用者の動線の変更等についてです。連続立体交差事業の進捗

に伴い、北口仮駅舎が設置され、また、仮跨線橋の設置がされ、現在の跨線橋は撤去

されるため、令和４年春に駅利用者の動線が変更されるとの説明がありました。要す

るに、今、２階を北口だと左へ行って、上へ上がって下へ下りていますが、今後は逆

になりますので、傍聴者の皆さんとかは、向洋駅を利用される方は、それで注意して

ください。 

  また、１２月定例会前であるため協議会に切り替え、１２月定例会に向けた案件の

概要説明を受けております。 

  なお、本会議から当委員会への付託議案はございませんでした。 

  以上で、建設委員会の報告を終わらせていただきます。 

○議長（益田芳子君） 議会運営委員会、梶川委員長、お願いします。 

○９番（梶川三樹夫君） 皆さん、おはようございます。議会運営委員会の報告をさせ

ていただきます。 

  令和３年９月定例会以降は、１１月１９日と、一昨日の１２月１５日に委員会を開

催しております。 

  １１月１９日の委員会では、今年度から開始予定の議会インターネット中継を行う

ために必要なユーチューブ利用規約等について検討し、こちらは、１２月９日開催の

全員協議会において、議員の皆様にお示しをしたところです。 

  また、田中委員から提出のありました一般質問の在り方と議員活動における資料要

求の実費徴収についての調査申出について審議を行っております。 

  一般質問の在り方につきましては、議論がありましたが、現状でよいという結論で

した。 

  議員活動における資料要求の実費徴収については、この申し合わせを廃止というこ

とで、全員協議会へ図るという結論でしたので、こちらも１２月９日の全員協議会に

おいて、廃止という結論をいただいたところです。 

  続いて、１２月１５日の委員会では、この定例会における会期の決定等を行いまし

た。 
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  また、田中委員から提出のありましたデジタル機器の活用の調査申出について審議

を行いましたが、論点が広いのでまとめてほしいという要望があり、今後、田中委員

から再度提出していただくことになっております。 

  なお、この議論の中で、申し合わせにあります議場への携行品について、写真機・

録音機・ワープロ類の持込みも禁止する規定の運用について、スマートフォンの持込

みが問題になりました。委員会では、議場内ではスマートフォンの電源を切るなどし、

使えない状態にすることを、私のほうからこの場で全議員に確認させていただくとい

うことになりましたので、よろしくお願いいたします。 

  次に、新型コロナウイルス感染症対策として、議会運営基準の見直しということで、

議長から諮問がありました。現在の申し合わせを変更し、国のＧｏＴｏキャンペーン

が始まりましたら、公開された公共施設の視察や事業者が行う研修等で、自治体等に

視察を依頼するようなものでなければ、政務活動費による視察ができるよう規定を変

更しておりますので、お知らせいたします。 

  なお、この改正は、昨今の新型コロナウイルス蔓延の状況によっては、すぐに停止

されるよう定めてありますので、よろしくお願いいたします。 

  最後に、常任委員会において、来年度の議会運営予算の説明を行った際、一部議員

から隔年実施の議会運営委員会と特別委員会の行政視察について、今年度実施できな

いなら来年度に実施するべきではないかという意見があり、こちらも議長から諮問を

受けております。ここでは、コロナ禍のような突発的な事態で視察が実施できないと

いうことであれば、その委員会の任期に限り、翌年度も予算要求して行政視察を行う

ことができるという申し合わせを委員会で決定しましたので、今後の全員協議会の機

会で改めて議員の皆様にお諮りしたいと思います。 

  以上、議会運営委員会委員長報告を終わります。ありがとうございました。 

○議長（益田芳子君） 議会報特別委員会、二見委員長、お願いします。 

○８番（二見伸吾君） おはようございます。議会報特別委員会の報告をさせていただ

きます。 

  ９月定例会以降、議会報特別委員会は、９月２２日の定例会閉会後、１０月５日、

１０月１３日、及び昨日の１２月１６日の４回開催しております。 

  ９月２２日の委員会では、議会だより１６３号の執筆者や発行までの日程を確認し

ました。 
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  １０月５日の委員会では、原稿の校正と写真調整を、１０月１３日の委員会では、

初校により、見出しや記事内容などを校正いたしました。昨日、１２月１６日の委員

会では、今定例会の内容をお知らせする議会だより第１６４号の編集に向けて、執筆

者の決定や発行までの日程調整について協議をいたしました。 

  以上で、議会報特別委員会の報告を終わります。 

○議長（益田芳子君） 災害対策特別委員会、宮本委員長、お願いします。 

○２番（宮本 彰君） 皆さん、おはようございます。災害対策特別委員会の報告をさ

せていただきます。 

  災害対策特別委員会は、１０月２９日に開催しております。 

  特別委員会におきましては、平成３０年や令和２年の豪雨災害等に被災した箇所の

復旧状況の説明を受けた後、水分峡森林公園と呉娑々宇林道の復旧現場等の現地踏査

を行っております。 

  以上で、災害対策特別委員会の報告を終わります。ありがとうございました。 

○議長（益田芳子君） 次に、監査委員報告をお願いします。 

  力山監査委員。 

○１２番（力山 彰君） 皆さん、おはようございます。監査委員報告をさせていただ

きます。 

  地方自治法第２３５条の２第１項の規定に基づく例月出納検査ですが、令和３年

８月分を９月２７日に、９月分を１０月１９日に、１０月分を１１月１９日に、代表

監査委員土井精二並びに監査委員力山彰の両名で実施いたしました。 

  検査の結果につきましては、お手元に配付しております資料のとおり、いずれも現

金の出納事務は適正に処理されていることを認めました。 

  また、下水道事業企業会計につきましては、合計残高試算表、日計表、下水道使用

料など収納状況一覧表、仕訳日記帳、総勘定元帳の内容も確認しております。 

  次に、住民監査請求の提出がありましたので、報告いたします。 

  令和３年１１月１６日に、地方自治法第２４２条第１項の規定による監査請求があ

りました。しかしながら、監査を行う要件を欠いていたため、監査を行わないことを

１２月３日に請求人に通知しました。こちらについては、議員の皆様には、提出と通

知の場面でそれぞれお知らせをさせていただいております。 

  以上で、監査委員報告を終わります。 
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○議長（益田芳子君） 次に、広島県後期高齢者医療広域連合議会議員報告をお願いし

ます。 

  山口議員。 

○７番（山口晃司君） 広島県後期高齢者医療広域連合議会議員報告をいたします。 

  令和３年１１月５日に、令和３年第２回広島県後期高齢者医療広域連合議会定例会

が開催され、出席しましたので報告いたします。 

  今回の定例会では、議案が９件ありました。内容は、人事案件２件、専決処分１件、

決算認定１件、条例改正２件、補正予算２件、規則改正１件です。 

  なお、以下、広島県後期高齢者医療広域連合をそれぞれ省略して報告させていただ

きます。 

  監査委員と副広域連合長の選任、新型コロナウイルス感染症に関する後期高齢者医

療に関する条例の一部改正の専決処分の承認、令和２年度歳入歳出決算の認定、職員

の服務宣誓に関する条例の一部改正の可決、財政調整基金の設置・管理及び処分に関

する条例の一部改正の可決、令和３年度一般会計補正予算第１号及び令和３年度特別

会計補正予算第１号の可決、議会会議規則の一部改正の可決でございます。 

  監査委員につきましては、呉市の林田浩秋議員、副広域連合長は北広島町の箕野博

司町長を選任したほか、全て原案どおり同意・承認・可決いたしました。 

  なお、令和２年度歳入歳出決算については、一般会計の歳入決算額が１３億

９，３２７万３，０００円、同歳出決算額が１２億３，４８１万７，０００円で、歳

入歳出差引残高は１億５，８４５万６，０００円でした。また、医療特別会計の歳入

決算額が４，２１９億５，８２１万９，０００円、同歳出決算額が４，０５７億

２ ， １ ６ ３ 万 ３ ， ０ ０ ０ 円 で 、 歳 入 歳 出 差 引 残 額 は １ ６ ２ 億 ３ ， ６ ５ ８ 万

５，０００円となり、各会計とも令和３年度への繰越しとなりました。 

  以上で、広島県後期高齢者医療広域連合議会の報告を終わります。 

○議長（益田芳子君） 以上で、全ての報告を受けましたので、各報告に対する質問に

入ります。 

  まず、議長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、次に参ります。 

  総務文教委員会委員長報告に対して質問のある方。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、次に参ります。 

  厚生委員会委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、次に参ります。 

  建設委員会委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、次に参ります。 

  議会運営委員会委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、次に参ります。 

  議会報特別委員会委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、次に参ります。 

  災害対策特別委員会委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、次に参ります。 

  監査委員報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、次に参ります。 

  広島県後期高齢者医療広域連合議会議員報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、以上をもって諸報告を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第４に入る前に、理事者の出席を求めますので、しばらく

休憩いたします。 

  １０時１０分から再開いたします。休憩。 

（休憩 午前 ９時５３分） 

 

（再開 午前１０時１０分） 
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○議長（益田芳子君） 休憩中の議会を再開します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） それでは、日程第４、町長報告を行います。 

  最初の行政報告からお願いします。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 皆様、おはようございます。 

  本定例会は、本日から２１日までの５日間の会期ということでございますが、提議

する議題は、町長報告の行政報告２件、専決処分の承認が１件、議案関係が補正予算

５件、条例改正５件、その他１件となっております。また、専決処分の報告を１件、

補正予算１件を追加して提出することになりましたので、併せてよろしくお願いをい

たします。 

  それでは、町長報告、行政報告を２件行います。 

  まず、１件目は、全国町村長大会で、去る１１月１７日、東京、ホテルニューオー

タニにおいて開催され、出席をいたしました。 

  昨年から、新型コロナウイルス感染拡大防止のために、参加者数を限定をして開催

しておりまして、私は昨年度は出席をしなかったのですが、今年度は、ちょうど広島

県町村会の副会長を仰せつかっておりまして、会長の吉田坂町長、副会長２名、私と

入江神石高原町長の２人であります。それと事務局長の４名が出席いたしました。 

  それに全国大会に先立ちまして、本年度は全国町村会創立１００周年に当たりまし

て、創立１００周年記念式典が挙行されました。先人たちが英知を結集し、果敢な行

動で幾多の困難に立ち向かってきた歴史を大切にしながら、全国９２６町村の多様な

価値をさらに発展させ、全国どこの地域も活力にあふれ、光り輝く新時代を切り開く

ために全力を尽くすことをここに誓うと宣言をいたしました。 

  また、町村自治と全国の町村の振興発展の多大な貢献をされました４名の方々に感

謝状の贈呈を行いまして、その４名の方々からは、全国の町村に対しまして励ましの

温かいメッセージを頂いたところであります。 

  全国大会では、防災・減災対策、国土強靭化の推進に関する緊急決議、安全・安心

な地域社会の再構築と地域経済の回復・再生に関する特別決議や地方創生のさらなる

推進、町村自治の確立、地方税財政における自主財源、一般財源の総額確保、地域の

デジタル化の推進など、１１項目の重点要望を採択し、全国町村会は各省庁に、都道
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府県町村会は地元選出国会議員に、決議・要望の実現に向けて働きかけることとし、

広島県町村会は、当日、広島県選出国会議員に対する要請活動を行いました。 

  また、来賓としまして、広島選出の岸田文雄内閣総理大臣も御臨席いただきまして、

祝辞を述べられました。広島県町村会の参加者は、演壇の正面で客席一番前の席を与

えられておりまして、感染防止のために大声で声援するわけにはいきませんが、御臨

席のお礼と国政を担う激励・応援の拍手を精いっぱいしたところであります。 

  次に、２件目は、来年度の主要事業に対する国・県への提案活動です。 

  まず、国への提案活動は、向洋駅周辺土地区画整理事業、公共下水道事業、下岡田

官衙遺跡保存整備事業の３項目といたしました。中央省庁、国会議員に対しましては、

コロナ感染症防止の観点から、昨年度に続き、提案書を郵送いたしましたが、国土交

通省につきましては、広島市に中国地方整備局がございますので、１２月２日、向洋

駅周辺土地区画整理事業の推進と公共下水道の推進について、地方整備局長、建政部

長に直接お会いし、事業説明をし、財源確保のお願いをいたしました。 

  広島県に対しましては、１２月２日、３日の両日、榎川・府中大川河川改修事業、

県道事業の広島海田線、青崎池尻線、広島県東部地区連続立体交差事業の事業促進に

ついて、また、新規に治山施設整備として、角入林道支線の治山堰堤の整備について、

湯﨑知事、田辺・山田両副知事、各関係局長・所長にお会いをし、県事業の事業促進

をお願いをいたしました。それぞれの事業提案に事業の重要性を認識いただき、町と

も連携しながらしっかり取り組んでいくと強調していただきました。 

  以上、提案活動の報告でございます。以上です。 

○議長（益田芳子君） ただいまの行政報告に対して質問のある方。 

  ９番梶川議員。 

○９番（梶川三樹夫君） 町長報告の中で、下岡田官衙遺跡のことを国のほう、県のほ

うですか、国のほうに要望されたという。もう少し詳しい内容が分かれば教えていた

だきたいと思います。 

○議長（益田芳子君） 町長。 

○町長（佐藤信治君） 今回、史跡に指定されました下岡田官衙遺跡の保存事業整備促

進につきまして、これまでの発掘調査の経緯と、今回指定を受けたということを報告

いたしまして、今後、令和４年度、５年度、６年度、７年度で、保存・活用計画を策

定し、用地購入、史跡整備、遺跡の保存処理、史跡内の地権者の理解を得られるよう
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取り組む、保存・活用に係る業務を町はやっていくと、実施しますと、それに対して、

国庫補助金の確実な配分を頂きまして、御支援いただきたいということの内容の提案

書を郵送で送らせていただきました。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  １４番齋藤議員。 

○１４番（齋藤 昇君） １４番齋藤なんですが、例の向洋駅立体交差、この件なんで

すが、この事業は今年の６月からいよいよ本格的に始まったんですが、町長のほうで

言われる要望事項いうのを、ちょっと具体的に教えてください。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） １４番齋藤議員、もう一度、質問をお願いします。 

○１４番（齋藤 昇君） 今、申し上げましたのは、向洋駅のいわゆる立体交差の件で

要望されたいう件で、その内容ですよね。一応、これは結構遅れておりまして、よう

やく本格的に始まったのが６月１日からということで、行かれて、どういった内容の

ことで要望されたかいうのをお知らせください。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） 町長。 

○町長（佐藤信治君） 向洋駅の区画整理事業につきましては、御存じのように紆余曲

折しまして、なかなか事業着手に至らなかったと。延伸をし、そしてまた事業の見直

しを行って、なかなか前に進まなかったということがございますが、令和元年度に事

業認可、そして、令和２年１０月に工事着手をしたということで、皆さん御存じのよ

うに、今、仮跨線橋を造っておるということで、いざ、これ、工事を着手をし始めた

ら、今の計画では、皆さんにお知らせしていますように、工事着手からおおむね

１０年間で府中町地区の連立の整備をやるということで、それにしたがって、向洋駅

周辺の区画整理事業を進めていくと。整備率については、もう御承知のように相当進

んでおりますので、あと、連立がきちっと計画どおり進めば、向洋区画整理事業も進

んでいくだろうと、進めたいというふうに思います。 

  それと、連立につきましては、県事業で、今、申し上げましたけども、事業着手す

ると、よほど何らかの大きなことがない限り、着実に事業は進んでいくだろうと。こ
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れは、県のほうも着実に進めていきますというふうな御回答も頂いておるということ

です。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  １１番寺尾議員。  

○１１番（寺尾光司君） １１番寺尾です。 

  提案活動をずっとこれまで経年的に行っているというふうに理解しているんですけ

ど、その提案書とか、国とか県に出されたものがあると思うんで、そういったものを

ホームページとか、そういうところへ出して、こういった状況で、こういう中身で要

請して、結果がこういうのがということで、もうちょっとホームページで分かるよう

に取組していただければなというふうに思いますので、これは要望しておきます。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、行政報告を終わります。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第５、報告第１５号、専決処分の承認についてを議題に供

します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 報告第１５号 令和３年１２月１７日提出。 

  専決処分の承認について。 

  令和３年度府中町一般会計補正予算（第６号）について、地方自治法（昭和２２年

法律第６７号）第１７９条第１項の規定により令和３年１１月２６日に次のとおり専

決処分したので、同条第３項の規定により報告し、議会の承認を求める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  補足説明については財務部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君）   補足説明。財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） おはようございます。財務部長です。 
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  報告第１５号、専決処分の承認についてを補足して説明します。 

  令和３年度府中町一般会計補正予算（第６号）について、専決処分を行いました。

内容は２件の事業となりますが、新型コロナウイルスワクチンの３回目の追加接種等

ワクチン接種に必要な事業費、及び１８歳以下の子どものいる世帯に対する子ども

１人当たり現金５万円の支給について、必要な事業費を計上したものです。 

  詳しく御説明します。 

  １１月１５日の厚生科学審議会、予防接種・ワクチン分科会において、新型コロナ

ウイルスワクチンの３回目の追加接種を行う必要があるとの見解が示され、２回目の

接種から８か月を経過した人を対象に１２月から接種を開始するよう求められました。 

  また、１１月１９日に閣議決定されたコロナ克服・新時代開拓のための経済対策に

おいて、年収が９６０万円以上の世帯を除き、ゼロ歳から高校３年生までの子どもの

いる世帯に対し、子ども１人当たり１０万円相当の給付を行うこととなりました。特

に子ども１人当たり５万円の現金を迅速に支給することとされ、中学生以下の子ども

については、国の予備費を措置し、児童手当の仕組みを活用することで、プッシュ型

で年内に支給を開始することとされました。 

  いずれの事業についても、システム改修や印刷製本などに相応の時間を要するもの

であるため、緊急に予算措置を講じる必要があり、地方自治法第１７９条第１項の規

定により、１１月２６日に専決処分を行ったものです。 

  専決処分の内容です。 

  令和３年度府中町一般会計補正予算（第６号）で、歳入歳出予算の総額に、歳入歳

出それぞれ５億８，２１４万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

２０４億２６２万円とするものです。 

  それでは、歳入歳出予算の補正について、歳入歳出補正予算事項別明細書により説

明します。 

  ５ページをお願いします。歳入です。 

  款 国庫支出金、項 国庫負担金、目 衛生費国庫負担金、新型コロナウイルスワ

クチン接種対策費負担金は、９，９５３万７，０００円の増額補正です。衛生費、新

型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業の特定財源で、ワクチン接種そのものに

充てられる負担金です。負担率は１０分の１０です。 

  項 国庫補助金、目 民生費国庫補助金、子育て世帯への臨時特別給付金給付事業
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補助金は、４億４，４２０万円、子育て世帯への臨時特別給付金給付事務費補助金は、

６００万１，０００円の増額補正です。子育て世帯への子ども１人当たり５万円の給

付に係る給付費と事務費の補助金で、民生費、子育て世帯への臨時特別給付金給付事

業及び職員給与費事業（児童措置費）の特定財源です。補助率は１０分の１０です。 

  目 衛生費国庫補助金、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金は、

３，２４０万７，０００円の増額補正です。ワクチンの３回目の接種等に係る事務費

の特定財源で、補助率は１０分の１０です。 

  ６ページから歳出です。 

  款 民生費、項 児童福祉費、目 児童措置費、職員給与費事業（児童措置費）は、

次の子育て世帯への臨時特別給付金給付事業に係る職員の時間外勤務手当で、２９万

４，０００円の増額補正です。 

  続 い て 、 子 育 て 世 帯 へ の 臨 時 特 別 給 付 金 給 付 事 業 は 、 ４ 億 ４ ， ９ ９ ０ 万

７，０００円の増額補正です。 

  給付対象世帯について御説明します。まず、児童手当を受給されている場合は、

９月分の児童手当を受給された世帯が対象となります。それ以外の世帯については、

基準日である９月３０日時点で府中町に住民票のある世帯が対象となります。このう

ち、高校生については、９月３０日時点で高校３年生までとなる平成１５年４月２日

以降に出生した児童がいる世帯が対象となります。また、新生児については、令和

４年３月３１日までに出生した新生児がいる世帯が対象となります。いずれも主な生

計維持者の年収が９６０万円以上の世帯は対象外となります。当町では、対象児童と

して８，８８４人を見込んでおり、給付金は４億４，４２０万円を計上しています。

また、事務費として、システム改修委託料や振込手数料、通信運搬費などを計上して

います。国庫補助金が全額充当されます。 

  給付金の振込日は１２月２４日で、児童手当受給世帯に振り込むことになります。

また、残りの５万円についても、検討した結果、同日に振り込むことといたしました。

一括で１０万円の給付となります。追加分の必要経費については、本定例議会中に一

般会計補正予算（第８号）として、追加議案を提出する予定ですので、よろしくお願

いいたします。 

  ７ページです。 

  款 衛生費、項 保健衛生費、目 予防費、新型コロナウイルスワクチン接種体制
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確保事業は、１億３，１９４万４，０００円の増額補正です。新型コロナウイルスワ

クチンの３回目接種に係る経費及び接種促進のための時間外や休日の接種に対応した

経費などを計上しています。 

  ３回目接種の対象者は、２回目接種完了から原則８か月以上経過した人で、年度末

から逆算して令和３年７月までに２回目の接種を完了した人になります。予定者数は

１万５，０９９人で、県の集団接種会場で接種した人や職域接種をした人を含みます。 

  各種予防接種委託料として、９，９５３万７，０００円を計上しており、国の負担

金が全額充当されます。 

  また、接種のためのコールセンター等委託料、予防接種台帳システム改修委託料や

接種券を送付するための通信運搬費などを事務費として計上しています。 

  さらに、ワクチン接種によって引き起こされたと考えられる健康被害発生に対して、

町長からの要請に基づき、当該事例を医学的見地から調査し必要な助言を行う予防接

種健康被害調査委員会委員の報酬を計上しています。 

  事務費に対しては、国庫補助金が全額充当されます。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑は歳出から行います。 

  ６ページと７ページの歳出について、一括で質疑ございますか。 

○議長（益田芳子君） ４番狩野議員。 

○４番（狩野雄二君） ４番狩野です。 

  ７ページで、今、説明がございました予防接種健康被害調査委員会というのがある

んですけど、被害が起こったら調査するということの説明だったんですけど、具体的

に、この方々の立場ですね、看護師とか医療機関の方なのか、通常の一般の方なのか。

それと、あとは、この４名の方っていうのは常勤なのか、問題が起こったときだけに

対応される非常勤というんですかね、そういう方なのか。もう少し詳しくお教えくだ

さい。 

○議長（益田芳子君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（塩月久美子君） 健康推進課長です。 

  こちらの委員さんにつきましては、４名ということなんですけれども、県のほうで

推薦される医師の方と、安芸地区医師会のほうから推薦される医師の方、あとは福祉
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保健部長と保健所の所長という４名の方に委員をお願いするようになっております。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） よろしいですか。 

  健康推進課長。 

○健康推進課長（塩月久美子君） 健康推進課長です。 

  非常勤の方なんですけれども、福祉保健部長は常勤という形になるとは思うんです

けれども、委員としては非常勤になると思います。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

  １１番寺尾議員。  

○１１番（寺尾光司君） １１番です。 

  子育て世帯への臨時特例給付金ということで、５万円に加えて、追加で補正をして

１０万円を１２月２４日に一括して給付するということで、非常に迅速な対応という

ことで、大変だっただろうと。ありがとうございます。 

  それと、同じ部分なんですけれど、先ほどの説明で、国のほうが迅速に給付しなさ

い、それと、児童手当の仕組みを利用してプッシュ型で給付するいうことですが、昨

日、各議員にも報道資料が配付されたんですけど、それに該当しない方がいらっしゃ

るんですよね。ここでいえば、公務員いう表現をされておりますけれど、それと高校

生だけの世帯の方、これらの方については、どうしても年内での支給ができないとい

うことでなっているんですけど、これをもうちょっと早く支給ができるような方法が

ないのかなと。 

  今日の中国新聞の記事によりますと、記事というか、１月以降、府中町でいえば

２月以降に支給というふうにあるんですけど、近隣の町では１月下旬からというよう

な表現もあったりするので、この辺、もうちょっと、知恵とか、いろんな作業がある

と思うんですけど、してもらって、なるべく早くするような取組ができないのかどう

か、というところをひとつお伺いしたいということです。 

  それともう一つが、同じ国の経済対策で、子育て世帯いうことではなくて、住民税

の非課税世帯に対する臨時特例給付金ということで、１世帯当たり１０万円を支給す

るというのが経済対策に入っていたというふうに思います。これらについては、どう

いった手続で、いつ頃支給されるのかというのを、ちょっとお伺いをしたいと思いま
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す。 

  以上、２点、お願いします。 

○議長（益田芳子君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（金本智巳君） 子育て支援課長です。 

  寺尾議員の御質問にお答えします。 

  新聞にも出ていたように、１月中旬に該当されると思われる方に勧奨の通知、御案

内をさせていただいて、審査、決定をして、一応、２月から順次支給ということを考

えておりましたが、できるだけ早く支給できるように対応はしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） 福祉保健部次長。 

○福祉保健部次長兼福祉課長（長西弘子君） 福祉保健部次長です。 

  住民税非課税世帯等臨時特別給付金につきましては、現在示されているＱ＆Ａなど

を基に準備を進めておりますが、正式な通知がまだなく、日程等について決定するこ

とができておりません。今後、国からの通知が示され次第、それに沿って準備を整え、

早急に通知し、支給するように努めてまいります。 

  また、事業に必要な予算につきましては、本定例会追加議案で補正計上する予定と

させていただいております。 

  よろしくお願いします。以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございませんか。 

  １０番西議員。 

○１０番（西 友幸君） そもそも根本をちょっと聞きたいんですが、１８歳未満の家

庭というのに何で決まったんか、そこが、わし、よう分からんのじゃが、国の方針も

ですね。 

  例えば、１８歳未満って考えて、親の年代って、４０代とか５０代の一番働き盛り

ですよね。年収も、今、最低限が９６８万と言われている。９６０万取っている家っ

て、結構、そんなに費用弁償要るんかなと、私は考えとるんですが、例えば、町の職

員が９６８万取ってる職員って、あんまりおりませんよね、ほとんど。一般の議員で

も多分おらんと思いますけど、それなのに何で１０万円配らないけんのか、そこらが

理解できんのじゃが。町長、どう思われますか。その点については、わし、疑問でな

らんのじゃが。 



- 20 - 

  例えば、その９６０万を３５０万とか、困っている方、本当に。それらに配るんが、

本来、筋じゃないか思うんですが、私は。最低限が９６０万円って持ってきたのは、

どういう根拠があって９６０万に持ってこられたんか、私、全く理解が。この前、内

閣の調査があって、わし、反対しましたよ。 

  例えば、コロナで飲み屋とか、いろんなところで、いろんな年齢の方が困られてい

るのに、そういったものを救済せずにおいて、子どもがおりゃあやろうと。もうとん

でもない間違いじゃと思います。最低価格の基準の決め方についてもですね。 

  その点について、町長としてどのように思われているか。ちょっと御意見頂きたい。 

  福祉保健部長でもいい。 

○議長（益田芳子君） 西議員に申し上げます。議案の内容に沿って質問をお願いいた

します。 

  １０番西議員、質問でしょうか。 

○１０番（西 友幸君） 国庫支出金について、今、質問したんですけど、子育て世帯

の。項目としては、款としては１４、項としては国庫補助金。 

○議長（益田芳子君） 福祉保健部長。 

○福祉保健部長（山西仁子君） 福祉保健部長です。 

  このたびの子育て世帯、１８歳未満の方へのこのたびの給付金のことなんですが、

目的としましては、新型コロナウイルス感染症が長期化して、影響が様々な人に及ぶ

中で、子育て世代については、我が国の子どもたちを力強く支援し、その未来を開く

観点からも、児童を養育している者に対してということで、児童福祉法の１８歳未満

ということでされているんだとは思うんですが、９６０万円に関しましては、現在の

児童手当というのを、こちらのほうからも出して、国の制度で出しているんですけれ

ども、そちらの児童手当と特例給付金といって、所得制限で児童手当には関わらない

んだけど特例給付で出されている家庭があるんですが、その児童手当の基準をそのま

ま採用されております。 

  ですので、今回、プッシュ型ということで、児童手当を支給している家庭に対して

は、口座のほうも町のほうも持っておりますし、そちらのほうを活用して、少しでも

早く皆様のところに給付金をお届けするということで、この児童手当の制度を採用さ

れているというところで、９６０万円というのが出ております。 

  以上です。 
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○議長（益田芳子君） １０番西議員。 

○１０番（西 友幸君） 先ほどもちょっといいましたけど、９６０万の年収がある方

に対して、一番働き世代で、例えば会社やったら、課長とか部長になられて、親御さ

んがですよ、なられている層じゃ思うんですよ、多分。そこに補償をするなんて、ま

ず、ちょっとあり得んし、もうちょっと金額下げて、３５０万で本当に困窮されてい

る方にね、助けてあげよういうの、私は分かります。 

  所得制限あるんじゃろう思うんじゃけど。そこらをちょっと詳しくお願いできたら。 

○議長（益田芳子君） 町長。 

○町長（佐藤信治君） 本件は国の事業でありまして、その制度設計は国がされておる

わけで、全国的な動向を見て、国、政府が判断をしておると。 

  御存じのように当初は５万円を１回出して、あとの５万円分はクーポンで配るとい

うようなスキームで通知が来たわけですが、その後、その方法、それから、５万円を

２回に分けて支給する、あるいは一括でもいいよと。これ、国のやり方、趣旨と違う

ことをすると、やっぱり国庫補助金ですから、いろいろ制約かかりますので、我々と

しては国の制度を国の解釈、このようにやりなさいという許容範囲の中で、できるだ

けのことをしたいと。 

  当初、私どものほうもクーポンを予定しておりましたけれども、どうも早く現金で

支給するいうことが大事なんだということで、クーポンをやめて現金支給にしようと。

ただ、現金支給にしても、国からの案内、通知がぎりぎりになりましたので、本当に

２回で支給するしか方法ないかなと思っとったんですけども、担当のほうが、何とか

１回目決まっていた１２月２４日に５万円支給するというのを決定しておって、その

案内ももう対象の方には御案内も差し上げておったんですけど、何とか一括で支給す

るということで、文書を作って、追加をして、そういう努力をして、何とか早期に

１０万円を支給するという、国のスキームの中の一つで、一番、町民の方が喜んでい

ただけるやり方ではないかという判断をして、今、準備を進めておるということでご

ざいまして、この予算と、次に追加する補正予算を議決いただけましたら、今、申し

上げたような１２月２４日一括ということになります。 

  あと、それから児童手当のスキームを使っていますので、児童手当以外の方で、公

務員の方とか、高校生だけとかいう方については、改めて文書のやり取りが要ります

ので、その方々はちょっと遅れてしまうと。寺尾議員のほうから質問がありましたけ
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ども、それもできるだけ早く支給に持込みたいというふうに考えておるところです。 

  以上です。 

  国の事業ですので、それに従って適法に、できるだけ町民の方に喜んでいただける

内容で実施していきたいということでございます。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

  １０番西議員。 

○１０番（西 友幸君） よく分かりました、町長。 

  すみません。私の質問ね、府中町の議会でする質問じゃなかったですわ、はっきり

言うて、ほんま。間違っとるとは思いますけど。すみません。 

○議長（益田芳子君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に歳入について質疑を行います。 

  ５ページの歳入について、質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか、 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決決定いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） これからの日程第６から日程第９までの議案につきましては、

退職・休職・人事異動等に伴う人件費補正が大半を占めておりますので、初めに総括

的な説明を受けた後は、これらを除く項目を主体に質疑を進めることとしてよろしい

でしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） よろしいということでございますので、そのように進めていた
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だきます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第６、第４７号議案、令和３年度府中町一般会計補正予算

（第７号）を議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第４７号議案 令和３年１２月１７日提出。 

  令和３年度府中町一般会計補正予算（第７号）。 

  令和３年度府中町の一般会計補正予算（第７号）は次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３億９，５６３万９，０００円を

追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ２ ０ ７ 億 ９ ， ８ ２ ５ 万

９，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （繰越明許費） 

 第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用するこ

とができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

  （債務負担行為の補正） 

 第３条 債務負担行為の追加は、「第３表 債務負担行為補正」による。 

  （地方債の補正） 

 第４条 地方債の追加及び変更は、「第４表 地方債補正」による 

                              府中町長 佐藤信治 

  補足説明につきましては、財務部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） 財務部長です。 

  第４７号議案、令和３年度府中町一般会計補正予算（第７号）について、補足して

説明します。 

  それでは、第１条、歳入歳出予算の補正について、歳入歳出補正予算事項別明細書
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により説明します。 

  １０ページをお願いします。歳入です。 

  款 国庫支出金、項 国庫負担金、目 民生費国庫負担金、障害者自立支援給付負

担金は、歳出、民生費に補正計上しています、障害福祉サービス事業の特定財源で、

３，６４０万円の増額補正です。負担率は２分の１です。 

  続いて、障害児施設給付費等負担金は、歳出、民生費に補正計上しています、障害

児通所支援事業の特定財源で、２，３７９万６，０００円の増額補正です。負担率は

２分の１です。 

  続いて、生活保護費負担金は、歳出、民生費に補正計上しています、福祉事務所

（生活保護費給付）事業の特定財源で、２，２９３万６，０００円の増額補正です。

負担率は４分の３です。 

  項 国庫補助金、目 民生費国庫補助金、子ども・子育て支援事業費補助金は、歳

出、民生費に補正計上しています、児童手当等給付事業の特定財源で、９８１万

４，０００円の増額補正です。補助率は１０分の１０です。 

  目 衛生費国庫補助金、疾病予防対策事業費等補助金は、歳出、衛生費に補正計上

しています、各種検診事業の特定財源で、１７万２，０００円の増額補正です。補助

率は２分の１です。 

  続いて、健診結果等情報の利活用のためのシステム改修等事業補助金は、同じく歳

出 、 衛 生 費 に 補 正 計 上 し て い ま す 、 各 種 検 診 事 業 の 特 定 財 源 で 、 ３ ４ ６ 万

４，０００円の増額補正です。補助率は３分の２、一部２分の１です。 

  目 土木費国庫補助金、狭あい道路整備等促進事業費補助金は、歳出、土木費に補

正計上しています、狭あい道路整備等促進事業の特定財源で、３１９万２，０００円

の増額補正です。補助率は２分の１です。 

  目 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金は、新型コロナの感染拡大防止及び感染拡大の影響を受け

ている地域経済・住民生活の支援に資する事業を対象とした交付金で、３，２０９万

４，０００円の増額補正です。補助率は１０分の１０で、歳出、民生費及び教育費に

所要の事業費を計上しています。なお、名称が長いため、これ以降、「コロナ交付

金」と省略させていただきます。 

  １１ページです。 
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  款 県支出金、項 県負担金、目 民生費県負担金、障害者自立支援給付負担金は、

歳 出 、 民 生 費 に 補 正 計 上 し て い ま す 、 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 の 特 定 財 源 で 、

１，８２０万円の増額補正です。負担率は４分の１です。 

  続いて障害児施設給付費等負担金は、歳出、民生費に補正計上しています、障害児

通所支援事業の特定財源で、１，１８９万８，０００円の増額補正です。負担率は

４分の１です。 

  項 県補助金、目 民生費県補助金、乳幼児医療費補助金は、歳出、民生費に補正

計上しています、子ども医療費助成事業の特定財源で、１，１０７万３，０００円の

増額補正です。補助率は２分の１です。 

  １２ページです。 

  款 繰入金、項 基金繰入金、目 財政調整積立基金繰入金、財政調整積立基金か

らの繰入金は、本補正予算に必要な一般財源を措置するもので、２億１，７１０万円

の増額補正です。 

  款 町債、項 町債、目 土木債、狭あい道路整備等促進事業債は、歳出、土木費

に補正計上しています、狭あい道路整備等促進事業の特定財源で、３００万円の増額

補正です。起債充当率は９０％です。 

  目 災害復旧債、河川施設災害復旧事業債は、２５０万円の増額補正です。本年

８月豪雨により、山田川に土砂・流木等が堆積し、氾濫を防ぐための緊急的な対応と

して、予備費で堆積土砂の撤去を行いましたが、その事業に対して、特定財源として

起債を充当するものです。起債充当率は１００％です。 

  １３ページから歳出です。 

  今回の補正では、退職、休職等を含む職員の人事異動による職員給与費事業全般の

補正を行っています。 

  職員給与費事業の補正は多岐にわたりますので、一般会計分、特別会計分及び下水

道事業会計分の合計額について、最初に一括して御説明します。 

  まず、給料についてです。 

  育児休業や中途退職・休職等の影響により、合計で１，５４８万８，０００円の減

額となります。 

  次に、職員手当等についてです。育児休業等や中途退職・休職等の影響もあります

が、災害対応やコロナ対応等を要因とする時間外勤務手当の増加などにより、合計で
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は２，６３２万６，０００円の増額となります。 

  これらにより、全会計の補正総額は、１，１８２万２，０００円の増額となります。

なお、人事異動に伴う科目の変動についても反映をしております。 

  以降、補正予算については、職員給与費事業を除き、御説明をします。 

  ここから説明箇所が飛び飛びになります。一番右端の説明欄に事業名を記載してお

りますが、その頭に二重丸がございます。この二重丸を目印にしていただければと思

います。 

  では、次は１４ページになります。２つ目の二重丸を御覧ください。 

  款 総務費、項 総務管理費、目 諸費、過誤納還付金事業は、１億１，１０９万

４，０００円の増額補正です。令和２年度に交付された国や県の支出金等について、

事業の精算に伴い返還を行うものです。主な返還金として、子育てのための施設等利

用給付交付金・国費分が３，８２７万円、同じく、子育てのための施設等利用給付交

付金・県費分が１，９１３万円。生活保護費国庫負担金１，４９７万円などがありま

す。 

  次に、１７ページになります。２つ目の二重丸になります。 

  款 民生費、項 社会福祉費、目 社会福祉総務費、介護保険特別会計繰出金事業

は、介護保険特別会計の職員給与費事業の補正に伴い必要となる一般財源を繰り出す

もので、２３０万５，０００円の増額補正です。 

  続いて、国民健康保険特別会計繰出金（事務費等）事業は、国民健康保険特別会計

の職員給与費事業の補正に伴い、必要となる一般財源を繰り出すもので、４１３万

２，０００円の増額補正です。 

  続いて、福祉事務所（生活保護費給付）事業は、３，０５８万２，０００円の増額

補正です。今年度上半期の生活保護の申請申込件数が、前年度比１．５７倍となって

おり、支給額が当初の見込みを上回ることから増額補正するものです。特定財源とし

て、国庫負担金が充当されます。 

  続いて、若者応援金事業は、３，０７７万８，０００円の増額補正です。コロナ禍

の中、進学・就職等の節目を迎え、雇用やアルバイト収入などの生活面に影響を受け

ている若年層に対し、町の独自施策として応援金を給付するものです。対象者は、平

成１３年４月２日から平成１５年４月１日生まれの人、学年で言うと現在の高校３年

生の２学年上の学年までの人となります。基準日の９月３０日時点で府中町に住民票
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がある人、または、府中町外に住民票のある学生で保護者の住所が府中町内にある人

です。支給額は、１人当たり３万円です。申請期間は、令和４年１月７日から２月末

までとし、電子申請または郵送による申請を基本に考えております。広報ふちゅうや

ホームページへの掲載のほか、成人式でのチラシ配布やＳＮＳを利用した拡散を呼び

かけることにより周知を図ります。若者応援金として１，０００人分の３，０００万

円及び事業実施に必要な事務費を計上しています。学業継続、生活支援として、コロ

ナ交付金を全額充当します。 

  次は、１８ページです。２つ目の二重丸になります。 

  目 老人福祉費、後期高齢者医療特別会計繰出金（事務費）事業は、後期高齢者医

療特別会計の補正に伴い必要となる一般財源を繰り出すもので、９４万８，０００円

の増額補正です。 

  １つ飛ばして、下から２番目の二重丸になります。 

  目 障害福祉費、障害福祉サービス事業は、７，２８０万２，０００円の増額補正

です。介護給付費等の令和３年度給付分に不足が見込まれるため増額補正するもので

す。増額要因としては、高齢化による障がい程度の進行、家族の高齢化等により必要

とするサービスが増加していることなどが挙げられます。特定財源として、国・県の

負担金が充当されます。 

  続いて、障害児通所支援事業は、４，７５９万４，０００円の増額補正です。障害

児施設給付費の令和３年度給付分について、不足が見込まれるため増額補正するもの

です。増額要因として、町内外で放課後デイサービスなどの事業所が増加し、また、

１人当たりの利用回数も増加傾向にあり、利用件数が当初の見込みを上回ったことな

どが挙げられます。特定財源として、国・県の負担金が充当されます。 

  １９ページです。２つ目の二重丸です。 

  項 児童福祉費、目 児童福祉総務費、子ども医療費助成事業は、２，６５７万

５，０００円の増額補正です。子ども医療費に不足が見込まれるため増額補正するも

のです。特定財源として、県補助金が充当されます。 

  目 児童措置費、児童手当等給付事業は、９８１万４，０００円の増額補正です。

児童手当の特例給付に関する制度改正及び児童手当の現況届の原則廃止に関する制度

改正に対応するため、システムの改修を行うもので、児童手当システム運用支援業務

委託料の増額です。特定財源として、国庫補助金が全額充当されます。 
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  ２０ページです。２つ目の二重丸になります。 

  款 衛生費、項 保健衛生費、目 保健衛生総務費、保健衛生一般事務事業は、

５０万１，０００円の増額補正です。健康推進課職員の育休代替として、会計年度任

用職員を３か月任用するための経費です。 

  １つ飛ばして、一番下の二重丸になります。 

  目 老成人保健費、各種検診事業は、１，９４４万４，０００円の増額補正です。

個 別 検 診 の 受 診 増 が 見 込 ま れ る た め 、 各 種 が ん 検 診 委 託 料 を １ ， ３ ５ ５ 万

１，０００円増額補正します。また、国の検診指針を踏まえた検診情報の標準様式化

に対応するため、健康管理台帳の改修を行います。システム改修の経費として、健康

管理台帳作成業務支援委託料を５８９万３，０００円増額補正します。特定財源とし

て国庫補助金が充当されます。 

  ２１ページです。一番下の二重丸になります。 

  項  清掃費、目  塵芥処理費、広域ごみ処理施設管理運営費負担金事業は、

２，１６８万７，０００円の増額補正です。ごみ焼却施設について、安芸地区衛生施

設管理組合から、令和３年度負担金の決算見込みが示されましたが、予算に不足が見

込まれることから増額補正するものです。 

  ２２ページです。１つ目の二重丸です。 

  目 し尿処理費、広域し尿処理施設運営費負担金事業は、１８０万３，０００円の

増額補正です。し尿処理施設について、安芸地区衛生施設管理組合から、令和３年度

負担金の決算見込みが示されましたが、予算に不足が見込まれることから、増額補正

するものです。 

  次は、２４ページになります。下側の二重丸です。 

  款 土木費、項 道路橋りょう費、目 道路新設改良費、狭あい道路整備等促進事

業は、６３８万５，０００円の増額補正です。当事業においては、今年度、１件の申

請について、既に道路拡幅を完了しておりますが、新たに１件の協議・申請があり、

県と協議した結果、承認されたため増額補正するものです。特定財源として、国庫補

助金及び地方債が充当されます。 

  次は、２６ページになります。一番上と２番目の二重丸です。 

  項 都市計画費、目 公共下水道費、下水道事業会計負担金事業及び下水道事業会

計出資金事業は、職員給与費事業の補正に伴い下水道事業会計において不要となる負
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担金を減額し、また、必要となる出資金を増額するもので、それぞれ５９４ 万

２，０００円の減額補正と、３００万６，０００円の増額補正になります。 

  次は、２８ページになります。一番下の二重丸です。 

  款  教育費、項  社会教育費、目  図書館費、図書館活動事業は、１３１万

６，０００円の増額補正です。府中町立図書館には、開館当初から貸出しの際、自分

でタッチパネルを操作することで貸出処理をすることができる自動貸出機１台を導入

していますが、もう１台増設し、２台設置とし、また、両方の貸出機に簡易返却機能

を追加設定します。これにより、繁忙期にカウンターや貸出機に列ができる状態が緩

和され、館内で利用者同士が密となる状況を避けることができます。増設する自動貸

出機１台分の備品購入費及びシステム改修の委託料とライセンス使用料を計上してい

ます。感染症対策として、コロナ交付金を全額充当します。 

  ２９ページです。 

  款 災害復旧費、項 土木施設災害復旧費、目 河川施設災害復旧費、河川施設災

害復旧事業は、予備費により措置した一般財源の財源振替分となります。本年８月の

豪雨により、山田川に土砂、流木等が堆積し、氾濫を防ぐため緊急的な対応として予

備費を措置し、堆積土砂等の撤去を行いました。その施工費について、起債の対象と

なるため、財源振替を行うものです。歳出の補正はありません。 

  次に、第２条、繰越明許費について、第２表 繰越明許費により御説明します。 

  ４ページにお戻りください。 

  款  土木費、項  道路橋りょう費、狭あい道路整備等促進事業は、８００万

７，０００円の繰越しです。先ほど、歳入歳出予算の補正で御説明しました狭あい道

路整備等促進事業については、議決後に測量、用地取得及び登記を行うことから、拡

幅工事着手が令和４年２月以降となる見込みです。よって、年度内の工事の完了が見

込めないことから繰越しを行うものです。なお、工事の完了は、令和４年の夏頃とな

る見込みです。 

  次に、第３条、債務負担行為の補正について、第３表 債務負担行為補正により御

説明します。 

  ５ページを御覧ください。 

  追加です。ふちゅう町議会だより印刷製本費及び広報ふちゅう印刷製本費は、とも

に令和４年５月号の編集作業に令和４年４月当初から直ちに着手するため、今年度中
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に契約などの諸準備が必要なことから、債務負担行為を設定するものです。期間は、

ともに令和３年度から４年度まで。限度額は、それぞれ１７３万１，０００円と

９０２万８，０００円です。 

  続いて、環境センター持込ごみ対応等業務委託料、家電４品目収集運搬業務委託料

及び道路維持管理業務委託料は、いずれも令和４年４月当初から直ちに業務を開始す

るため、今年度中に契約などの諸準備が必要なことから、債務負担行為を設定するも

のです。期間は、いずれも令和３年度から４年度まで。限度額は、順に３，１７５万

６，０００円、３６万９，０００円、３，１００万円です。 

  次に、第４条地方債の補正について、第４表 地方債補正により御説明します。 

  ６ページを御覧ください。 

  追加です。起債の目的は河川施設災害復旧事業、限度額は２５０万円です。起債の

方法、利率、償還の方法については記載のとおりで、当初予算の他の事業と同様です。 

  ７ページです。 

  変更です。狭あい道路整備等促進事業の限度額は、補正前が３８０万円、補正後は

６８０万円です。起債の方法、利率、償還の方法については、いずれも変更はござい

ません。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） ここで、休憩をいたします。 

  再開は１１時２０分からといたします。休憩。 

（休憩 午前１１時１１分） 

 

（再開 午前１１時２０分） 

○議長（益田芳子君） 休憩中の議会を再開いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） それでは、歳出から質疑を行います。 

  人件費補正以外では、１４ページの目 諸費の過誤納還付金事業で質疑ございます

か。 

○議長（益田芳子君） １４番齋藤議員。 

○１４番（齋藤 昇君） １４番齋藤ですが、これ、生活保護の分は、質問オーケーな
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んですかね。大丈夫ですか。 

  ここの、さっき府中町の生活保護が１．５７倍増えたいうことで、私のいわゆる認

識の中では、府中町は結構裕福な町じゃないか思うんですが。広島県の２３市町村の

中で、今、府中町は、この生活保護費の状況がどんなかということと、このたび増え

た内容ですね、これに関してちょっと教えていただければということで質問させてい

ただきます。 

○議長（益田芳子君） ７番山口議員。 

○７番（山口晃司君） １７ページの下から２番目の福祉事務所のところの生活保護費

給付のところだと思うんですけど。 

○議長（益田芳子君） １４番齋藤議員、過誤の還付金についての御質問の中の生活保

護のことの質問でしょうか。 

○１４番（齋藤 昇君） いわゆる生活保護の増えた状況の中で、どういった方がある

程度増えたかいうことと、２３市町村の中で、どのくらい府中町が、今、平均的な、

そういったいわゆることを知りたいということで、私は質問しました。 

○議長（益田芳子君） １４番齋藤議員、できましたら、１７ページで質問をしていた

だけますでしょうか。よろしくお願いいたします。 

  ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に１７ページの目 社会福祉総務費の介護保険特

別会計繰出金事業、国民健康保険特別会計繰出金（事務費等）事業、福祉事務所（生

活保護費給付）事業、若者応援金事業で質疑ございますか。 

  １４番齋藤議員。 

○１４番（齋藤 昇君） １４番齋藤なんですが、今、申し上げた件で御質問させてい

ただきたいんですが、よろしくお願いいたします。 

○議長（益田芳子君） 福祉課長兼職次長。 

○福祉保健部次長兼福祉課長（長西弘子君） 福祉保健部次長です。 

  ただいまの齋藤議員の御質問にお答えいたします。 

  生活保護の受給者の方が、失礼いたしました、新規の申請につきまして、１１月末

現在の比較で、令和２年度１１月末現在で２７件だったものが、令和３年度は１１月

末現在で４５件となっております。 
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  先ほど、財務部長の御説明の中では１０月末の比較で１．５７倍というふうに申し

上げておりますが、１１月末現在ですと１．６６倍と、また増えております。この増

加した要因については、やはりコロナ禍で失業されたり、所得が減られたりという方

が増加しているものと思っております。 

  また、県内での府中町の状況につきまして、ただいま資料を持ち合わせておりませ

んので、また確認してお伝えさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  ４番狩野議員。 

○４番（狩野雄二君） ４番狩野です。 

  若者応援金事業について、ちょっと御質問させてください。 

  この事業は、新聞報道やテレビとかで結構話題になっている。広島県では府中町だ

け１９歳、２０歳に対して３万円給付ということで、その目的というのは、新聞にも

書いてありましたように、先ほども説明ありましたけど、この２年間コロナ禍で就職

や進学で大変だった若い人たちを応援するということで給付をするということで、大

変よいことだと私も思っておりますが、一方、このコロナ禍で困っておられる方とい

うのは、当然、いろんな世代の方、困っておられる。これは皆さん御存じだと思うん

ですけど、その中で、やはり今回若者だけに、１９、２０歳の若者だけに特化された

というのは、恐らく国が示している１８歳未満に対してそれを拡充するということだ

と思うんですけど、やはり全世代を見たときには、社会的弱者と言われているような

高齢者の方、そういう方も、やはりいろいろ生活の面、健康の面でも困窮されておる

ということで、そういう方々も健康維持や生活応援という意味でも、その辺の方の世

代に対しても、何かそういう措置みたいなものを一緒に考えられたらよかったんじゃ

ないかとも思うんですけど、その１９、２０歳に対して行うに至った経緯を、もう少

し詳しく説明していただけないでしょうか。ほかの世代の方が納得できるような、も

う少し詳しい説明をしていただけないかと思います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 福祉課長兼職次長。 

○福祉保健部次長兼福祉課長（長西弘子君） 福祉課長兼職次長です。 

  今回、応援金の対象年齢を１９歳、２０歳とさせていただきましたのは、この方た
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ちは、ちょうど高校を卒業する時期を、この２年間のコロナ禍の中で過ごされた方に

当たります。大学に在学中や卒業、就職した方々も、もちろん不安な中で過ごされた

と思うんですけれども、ちょうど高校を卒業される時期というのが、本当、子どもか

ら大人になる第一歩で、社会に触れる最初の機会ではないかというふうに捉え、この

２年の方々に応援金を送ることとして、対象とさせていただきました。 

  先ほど、高齢者の方などのお話もありましたが、住民税非課税世帯の方につきまし

ては、今回の国の施策で１０万円の給付が行われることとなっておりますので、こち

らの対象になられると思って、今回は検討させていただいておりません。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  ２番宮本議員。 

○２番（宮本 彰君） ２番宮本です。 

  先ほどの若者応援事業の件についてなんですけども、１９、２０歳で、大体該当す

る人数は１，２００人ぐらいじゃないか思うんですけども、この中で１，０００人と

いうふうに一応予算を取られた理由というんですかね、それを教えていただきたいと

いうことと、あと、府中町に住民票がある人がみんな対象になるんですけども、県外

に出ておられる方、東京だとか、遠くのほうにいる人もいると思うんですけども、そ

ういった方に対して、どのような方法を取られるのか、周知の方法。あと、遠くにお

られる方はいろいろ時間がかかると思うんですけども、どのぐらい受付期間を見られ

ているのか。それを教えていただきたい。 

○議長（益田芳子君） 福祉課長兼職次長。 

○福祉保健部次長兼福祉課長（長西弘子君） 福祉課長兼職次長です。 

  まず、対象者を１，０００人と見込んでおりますのは、今の１９歳、２０歳の方が

高校３年生のときであったときの１８歳の年齢の方を見たときに、２０歳の方ですと

５３１名、１９歳の方ですと４７９名で、合計で１，０１０名となります。昨年の特

例定額給付金などの給付率がございまして、それを９９％としまして、１，０００件

と見込ませていただいております。 

  府中町に住民票が今ない方につきましては、先ほども説明がありましたが、お友達

等からのＳＮＳでの拡散であるとか、保護者の方からお知らせいただければと思って
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おります。 

  あと、受付期間は２月末までとさせていただいており、１月末には町内に住所があ

る方ついては、申請をしておられなければ、勧奨の通知をさせていただく予定として

おります。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

  １０番西議員。 

○１０番（西 友幸君） すみません。先ほど狩野議員がちょっと聞かれたことと同じ

なんですが、府中町でも厚生委員会のほうで助成をするということで、これも１８歳

前ということで、先ほどもちょっと言っておられたように、生活保護もどんどんどん

どん増えているときに、大人でも結構困っている方いうのはいっぱいいらっしゃるわ

けなんですよね。そういったことを対象にせずにおいて、１８、１９と、何でそうい

う限定で話が進むか、僕はちょっと人間として理解できんのですが、本当に困ってい

る方を助けてあげようなんて誰でも思いますよ、本当。この年代だから、学生だから

困っているいうの、どこにも根拠ないですよ。だから、私は、こういう場合、アンケ

ート取って、本当に困っているかどうか、１８、１９は。何を調査して、それをせな

いけんか、国に一律にならっただけじゃと思うんですよね。そんなことで行政やるっ

ていうのは駄目ですよ、本当。アンケートを取るなり、本当に困っている人がどんな

んか、生活保護はおるか、高齢者はおるか、本当に困っている人に給付するいうんが、

私は本当の税金の在り方じゃと思うとるんですが、給付の。それも国民の借金ですよ、

皆。何をふざけてるんか知らんが、１０万円、皆、国の借金ですよ、この大変なとき

に。本当情けないですよ、わしは、ほんま。ばらまきですよ、本当。 

  府中町は、アンケート取られたでしょうか、こんなんに。本当に配っていいかどう

かいう。そこを質問します。 

○議長（益田芳子君） 福祉課長兼職次長。 

○福祉保健部次長兼福祉課長（長西弘子君） 福祉課長兼職次長です。 

  この給付金をするに当たり、アンケートについては実施しておりません。 

  また、生活困窮者の方につきましては、生活福祉資金の特例給付でありますとか、

住居確保の給付金でありますとか、先ほど申し上げた、今回、国の非課税世帯等への

１０万円の給付等がございますので、そちらのほうを活用していただければと思いま
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す。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

  １１番寺尾議員。  

○１１番（寺尾光司君） １１番寺尾です。 

  いろんな議員のほうから、この給付について、どういう目的でとか、どういう効果

があるんかということだろう思うんです。 

  それで、先ほどの子育て世代については国の施策いうことですが、今回については

町独自の施策でございますので、やはり町として、どうして１９歳、２０歳の方に

３万円給付して、どういう施策目標を持っているかいうのを示す必要があるんじゃな

いかというふうに思います。応援したいというのは分かりますけれど、応援してどう

するんかと。生活困窮なんか、それとも経済対策なんか。そこら辺をもうちょっと示

さないと、どうですかね。全て国のお金ですから、町の腹痛まないよいうことだけじ

ゃないと思います。 

  それとか、先ほどちょっと厳しいばらまきという表現もありましたけれど、そうい

った、これ、一時的にやるものでしょうから、ずっと毎月毎月やっていくいうもんじ

ゃないと思うんで、そこら辺、一時的でもこういうことをやるいうのは、それだけの

しっかりとした目標なりを設定してやっていく必要があると。 

  結局、実施されるということになるとは思うんですが、その場合、実際の給付率だ

けが実績いうんじゃなくて、これを給付したことによって、どういう効果があった、

どういう行政目的を設定したかいうにもなるんでしょうけれど、そこら辺、しっかり

成果を分析をしていただいて、今後の施策にも活用していただきたいというように思

います。 

  いうのが、ちょっと、これは私の要望が一つと、あと、ちょっと細かな部分で聞き

たいんですが、やはり給付するということですから、不公平感とか混乱があったらち

ょっと困ると思うんで、９月３０日現在に府中町内に住んでいる１９、２０歳の人い

うのは特定されるんで分かるんですが、保護者が町内に住む学生。住んでなくても、

東京におる学生でも、９月３０日に保護者が町内におった学生は対象になるよという

ことだろう思うんですが、その学生、要は社会人は駄目なんかという話ですよね。同

じ１９、２０歳で、コロナ禍で就職に苦労したと、やっと働き口を見つけて、東京な
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り、町外で働けると。保護者は町内におるという方は対象外になるんか。それとか、

学生といえば、浪人されている方、今でも浪人いう言葉あるかどうか分かりませんけ

ど、予備校に通ったり、自宅を離れて東京のほうで、独りいろんな勉強をしていると

いう方がいらっしゃった場合は、これは対象になるんかどうかいうのを知りたいのと、

それと、要は社会人が外れているなら、何で社会人を外したんかということと、あと、

この９月３０日現在の保護者の定義ですよね。保護者やったら、両親以外にも、例え

ばどこまで範囲になるんだというようなことで、ちょっと成人式でＰＲされるいうこ

ともあると思うんですけど、混乱を生じないようにね。働きに出とった人は駄目じゃ

と、学生で町内におって、それやったら大丈夫やろいうみたいなことになったら、ち

ょっと申し訳ないかなというのも思いますので、その辺、細かいところもしっかり煮

詰めてですね、しっかり考えて行っていただきたいということで、ちょっと質問と意

見とごちゃ混ぜになってますけど、答える部分、混乱を生じない部分で、ちょっとど

う考えているかいうのを教えてください。 

○議長（益田芳子君） ８番二見議員。 

○８番（二見伸吾君） ８番二見です。 

  今、本当多くの世代の方が大変になっていて、様々、今、質問がありましたように、

手当てをしないといけない人たちが、いろんな年齢層や職業などにいるということだ

と思うんです。だから、全てに対して手を差し伸べるということが必要なんでしょう

けれども、コロナ交付金も限りがあって、そういう中で、制度の趣旨は、ここの事業

名にあるように、説明もあったと思うんですけれども、若者を応援しようと、働いて

いる人も、学生も含めて。これも、何で１９、２０歳か、２１も２２もってあるけど、

やっぱり先ほど言ったようにお金には限界があって、少しでもね、国の制度は１８歳

までだけども、そこを少しでも伸ばして、額も３万円だけれども、若者たちを応援し

ようじゃないかと。そういうように、私、理解をしていて、とても結構なことだと思

うんですけれども、そういう理解でよろしいでしょうか。 

○議長（益田芳子君） 福祉課長兼職次長。 

○福祉保健部次長兼福祉課長（長西弘子君） 福祉課長兼職次長です。 

  まず、二見議員から、今いただきました、そういうふうに御理解いただいて、大変

うれしく思います。 

  寺尾議員からの御質問の中で、就職をして、住民票を移しておられる方につきまし
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ては、生活の本拠を既に町外に移されているという考え方で、今回は対象とさせてい

ただいておりません。町内にいらっしゃる保護者の方につきましては、御両親であっ

たり、また、その方の出身世帯で対象者の方を扶養しておられる親権者に当たるよう

な方というふうに考えております。 

  町外に住所を移している予備校生の方というのは、ちょっと想定しておりませんで、

予備校生の方は町内に住所をまだ置いておられるかなというふうに思っておりました

けれども、ちょっとそちらのほうは詳細を検討させていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

  財政課長兼職次長。 

○財務部次長兼財政課長（中本孝弘君） 財政部次長です。 

  ちょっと先ほどの根拠というところについて、補足して、追加して説明させていた

だきたいと思います。 

  今回の１９歳、２０歳という方に対しての給付金なんですけども、町内の方にアン

ケートを取ったりということは実施していないんですけども、これが国の統計調査、

これは厚生労働省の令和３年度労働経済の分析、それと独立行政法人労働政策研究・

研修機構の統計調査に基づきますと、全国でも２０歳以下の完全失業率というのが、

離職率というのが、コロナ以降、顕著に全世代の中でも特に表れているという世代で

もありました。そういうところで、１９歳、２０歳ということに絞らせていただいて

いるんですけども、先ほどから、答弁の中にもあったんですけども、新型コロナの感

染症の影響が続いている中で、進学とか就職を余儀なくといいますか、された方は、

やはりほかの世代の方に比べて、経済的、精神的な負担面とかがあったであろうと思

われるということで、そういう年代の方々に対して、学業の継続ということだけでは

なく、高校を卒業して就職された方もいらっしゃると思いますので、そういった生活

の支援も含めて、若い方の生活を町として応援していきますというメッセージを出す

ものにもなるということから、今回の応援給付金を提案させてもらったものです。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、１８ページ、目 老人福祉費、後期高齢者医療特別
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会計繰出金（事務費）事業で質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、同じく１８ページ、目 障害福祉費の障害福祉サー

ビス事業、障害児通所支援事業で質疑ございますか。 

  ２番宮本議員。 

○２番（宮本 彰君） ２番宮本です。 

  先ほどの説明で予算の不足分を補正するというふうな説明だったんですけども、デ

イサービスの事業が増えたとか、利用者が増えたということで、増額補正ということ

だったんですけども、具体的に何社ぐらい業者っていうんですか、サービス業を営む

ところが増えたのか、また、利用者がどのくらい増えると見込んでいるのかというの

を具体的に教えていただきたい。 

○議長（益田芳子君） 福祉課長兼職次長。 

○福祉保健部次長兼福祉課長（長西弘子君） 福祉課長兼職次長です。 

  まず、事業所の増加につきましては、令和２年から令和３年１１月現在で、全ての

事業所の計をいたしますと、６４から７４、１０の事業所が増えております。特に多

いのが就労継続支援のＢ型という、以前でいいますと小規模の作業所、軽易な作業を

障がい者の方がされるような作業所と放課後等デイサービスなどが増えております。 

  利用者の方につきましては、計画相談支援というサービスが、その方が計画を使わ

れるために受けるサービスで、いろんな事業所を使っておられても、これは１件にな

りますので、実数ではなく年間の延べ数にはなりますけれども、平成３０年 が

７７９であったものが、令和２年には１，０４０、令和３年度の見込みです と

１，０９５というふうに年々増加している傾向にございます。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に１９ページ、目 児童福祉総務費の子ども医療

費助成事業、目 児童措置費の児童手当等給付事業で質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に、２０ページ、目 保健衛生総務費の保健衛生

一般事務事業、目 老成人保健費の各種検診事業で質疑ございますか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に２１ページ、目 塵芥処理費の広域ごみ処理施

設管理運営費負担金事業で質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に２２ページ、目 し尿処理費の広域し尿処理施

設運営費負担金事業で質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に２４ページの下、目 道路新設改良費の狭あい

道路整備等促進事業で質疑ございますか。 

○議長（益田芳子君） １１番寺尾議員。  

○１１番（寺尾光司君） 狭あい道路整備事業なんですけど、１つ新規で申請があって、

それが補助の対象になるんで補正するということですが、ちょっと場所と事業概要、

どのくらいの面積の用地を取得するのかということで、もうちょっと事業を教えてく

ださい。 

○議長（益田芳子君） 都市整備課長 

○都市整備課長（礒亀 智君） 都市整備課長でございます。 

  寺尾議員の御質問について答弁いたします。 

  ２件目の狭あい道路の協議申請のほうなんですけれども、場所は町道の本町４５号

線となります。これは、寺山橋から北東に向けて、榎川沿いの町道から１つ中に入っ

た狭い道路となっております。 

  面積につきましては、６９平米でございます。延長につきましては、３５メートル

を予定しております。 

  以上でございます。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、少し飛んで２６ページ、目 公共下水道費の下水道

事業会計負担金事業と下水道事業会計出資金事業で質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に２８ページの下、目 図書館費の図書館活動事

業で質疑ございますか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に２９ページ、目 河川施設災害復旧費、河川施

設災害復旧事業（財源振替分）で質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に歳入について質疑を行います。 

  戻りまして、１０ページから１２ページの歳入について、一括で質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に４ページの第２表 繰越明許費で質疑ございま

すか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に５ページの第３表 債務負担行為補正で質疑ご

ざいますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に６ページ、７ページの第４表 地方債補正で質

疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか、 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決決定いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第７、第４８号議案、令和３年度府中町国民健康保険特別

会計補正予算（第２号）を議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 
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○町長（佐藤信治君） 第４８号議案 令和３年１２月１７日提出。 

  令和３年度府中町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）。 

  令和３年度府中町の国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１，１０６万１，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４５億６，３４７万３，０００円とす

る。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                              府中町長 佐藤信治 

  補足説明は、引き続き財務部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） 財務部長です。 

  第４８号議案、令和３年度府中町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につい

て、補足して説明します。 

  なお、一般会計補正予算の補足説明でも申し上げましたが、職員給与費事業につい

ては、説明を省略させていただきます。 

  それでは、第１条、歳入歳出予算の補正について歳入歳出補正予算事項別明細書に

より説明します。 

  ５ページをお願いします。歳入です。 

  款 繰入金、項 一般会計繰入金、目 一般会計繰入金、職員給与費等繰入金は、

職員給与費事業の補正に伴い、必要となる一般財源を措置するもので、４１３万

２，０００円の増額補正です。 

  項 基金繰入金、目 国民健康保険基金繰入金、国民健康保険基金繰入金は、歳

出・諸支出金に補正計上しています過誤納還付金事業について、必要な財源を措置す

るもので、６９２万９，０００円の増額補正です。 

  ６ページから歳出ですが、職員給与費事業については補足説明を省略いたしますの

で、７ページとなります。 
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  款 諸支出金、項 償還金及び還付加算金、目 償還金、過誤納還付金事業は、

６９２万９，０００円の増額補正です。令和２年度に実施した事業費の精算に伴い、

国・県への負担金等の返還を行うものです。内訳です。特定健康診査等負担金返還金

及び普通交付金返還金は、特定健康診査事業に係る国及び県への返還金で、合わせて

６５８万８，０００円です。災害臨時特例補助金返還金は、新型コロナウイルス対応

として減免した保険税に応じ、国から特例補助があった補助金の返還金で、３４万

１，０００円です。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行いますが、質疑は５ページ歳

入と６ページ７ページの歳出を一括で行います。 

  ５ページから７ページについて、質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決決定いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第８、第４９号議案、令和３年度府中町介護保険特別会計

補正予算（第２号）を議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第４９号議案 令和３年１２月１７日提出。 

  令和３年度府中町介護保険特別会計補正予算（第２号）。 

  令和３年度府中町の介護保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よる。 
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  （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２３０万５，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４２億７，４１９万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                              府中町長 佐藤信治 

  本件、補正予算は、先ほど一般会計の補正予算で一括して御説明いたしました職員

給与費事業に係る増額、また、それに伴う一般会計繰入金の増額という内容でござい

ます。よって、補足説明はございません。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（益田芳子君） 本案は、人件費補正のみでございますので、質疑、討論を省略

し、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決決定いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第９、第５０号議案、令和３年度府中町後期高齢者医療特

別会計補正予算（第２号）を議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第５０号議案 令和３年１２月１７日提出。 

  令和３年度府中町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）。 

  令和３年度府中町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ９４万８，０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億１，５４１万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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                              府中町長 佐藤信治 

  補足説明は財務部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） 財務部長です。 

  第５０号議案、令和３年度府中町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につ

いて、補足して説明します。 

  なお、職員給与費事業については、説明を省略させていただきます。 

  それでは、第１条、歳入歳出予算の補正について、歳入歳出補正予算事項別明細書

により説明します。 

  ５ページをお願いします。歳入です。 

  款 繰入金、項 一般会計繰入金、目 事務費繰入金、事務費繰入金は、本補正予

算に必要な一般財源を措置するもので、９４万８，０００円の増額補正です。 

  ６ページです。歳出ですが、下側の二重丸になります。 

  款 諸支出金 項 償還金及び還付加算金、目 償還金、国庫支出金等過年度分返

還事業は、令和２年度の広島県後期高齢者医療広域連合健康診査事業費の補助金の精

算に伴い返還金が生じたもので、３９万６，０００円の増額補正です。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行いますが、質疑は５ページ歳

入と６ページの歳出を一括で行います。 

  ５ページと６ページについて、質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決決定いたしました。 
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  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第１０、第５１号議案、令和３年度府中町下水道事業会計

補正予算（第１号）を議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第５１号議案 令和３年１２月１７日提出。 

  令和３年度府中町下水道事業会計補正予算（第１号）。 

  （総則） 

 第１条 令和３年度府中町下水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

  （収益的収入及び支出の補正） 

 第２条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予算額を次のとおり補正する。 

  （資本的収入及び支出の補正） 

 第３条 予算第４条本文括弧中「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５億

２，０１２万４，０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

１ ， １ ９ ６ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円 及 び 当 年 度 分 損 益 勘 定 留 保 資 金 ５ 億 ８ １ ５ 万

９，０００円を資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５億２，０６８万

１，０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１，１９７万

２，０００円、過年度分損益勘定留保資金５５万円及び当年度分損益勘定留保資金

５億８１５万９，０００円」に改め、同条に定めた資本的収入及び支出の予算額を

次のとおり補正する。 

  （議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正） 

 第４条 予算第８条に定めた経費の金額を次のように改める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  補足説明、引き続き財務部長が行います。 

  よろしくお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） ここで、昼休憩といたします。 

  再開は１３時からといたします。休憩。 
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（休憩 午後 ０時０２分） 

 

（再開 午後 １時００分） 

○議長（益田芳子君） 休憩中の議会を再開します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 続いて、補足説明。 

  財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） 財務部長です。 

  第５１号議案、令和３年度府中町下水道事業会計補正予算（第１号）について、補

足して説明します。 

  ９ページをお願いします。こちらの補正予算説明資料の予算明細書により説明をい

たします。 

  それでは、第２条、収益的収入及び支出の補正について説明します。 

  （１）収益的収入及び支出ですが、支出のほうから御説明します。 

  職員の異動、これは１名の減となりますが、この異動に伴い９５４万５，０００円

の減額となりました。内訳は、給料５８８万９，０００円の減、手当１９２ 万

３，０００円の減、法定福利費１７３万３，０００円の減です。 

  支出が減額した分、収入の一般会計からの負担金も減額となりますが、下水道事業

の人件費は定められた負担割合により、一般会計からの負担金充当分と下水道使用充

当分があり、下水道使用料で充当されるべき３６０万３，０００円を差し引いた

５９４万２，０００円が一般会計からの負担金の減額分となります。よって収入は、

雨水処理負担金分と一般会計負担金分を合計して、５９４万２，０００円の減額とな

ります。 

  続いて、第３条、資本的収入及び支出の補正について御説明します。次の１０ペー

ジを御覧ください。 

  （２）資本的収入及び支出です。こちらも支出のほうから説明します。 

  職 員 の 異 動 、 こ ち ら は １ 名 増 と な り ま す が 、 こ の 異 動 に 伴 い 、 ３ ５ ６ 万

３，０００円の増額となります。内訳は、給料１３５万３，０００円の増、手当

１６８万５，０００円の増、法定福利費５２万５，０００円の増です。 

  下水道事業会計では、補塡財源として前年度決算により生じた留保資金等を充当す
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ることが可能なため、留保資金等から５５万７，０００円を充当し、残りの３００万

６，０００円を一般会計からの出資金として収入に補正計上しています。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決決定いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第１１、第５２号議案、府中町特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題に供し

ます。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第５２号議案 令和３年１２月１７日提出。 

  府中町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例の一部改正について。 

  府中町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例を次のように定める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定

子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の一部を改正する内閣府令及び特定教

育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に
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関する基準及び子ども・子育て支援法施行規則の一部を改正する内閣府令の施行に伴

いまして、条例の一部を改正するものでございます。 

  補足説明は、福祉保健部長が行います。 

  よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  福祉保健部長。 

○福祉保健部長（山西仁子君） 福祉保健部長です。 

  第５２号議案、府中町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部改正について、補足して説明いたします。 

  第５２号議案参考資料を御覧ください。 

  １、改正の趣旨でございます。 

  特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等

の運営に関する基準の一部を改正する内閣府令及び特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準及び子ども・子

育て支援法施行規則の一部を改正する内閣府令の施行に伴い、条例の一部を改正する

ものでございます。 

  この条例は、改正府令に準じて改正する必要がありますので、特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の

一部改正に伴い、町が条例で定めている基準の一部を改正するものです。 

  特定教育・保育施設とは、認定こども園、幼稚園、保育所のことであり、特定地域

型保育事業とは、家庭的保育事業、小規模保育事業、居宅訪問型保育事業、事業所内

保育事業のことをいいます。町内では、小規模保育事業は、みなみの風保育園、アー

ブルＫＩＤＳが該当し、事業所内保育事業は、チェリー保育園、プレ・キンダーガル

テンかしわが該当します。 

  次に、２、改正事項の概要です。 

  （１）は、デジタル化の推進に伴い、子ども・子育て支援新制度において、特定教

育・保育施設等が記録、作成、保存等を行うものや、保護者との手続等に関するもの

について、保護者の利便性向上や保育所等の業務負担軽減等の観点から、従来の書面

等の交付または提出に代えて電磁的方法により提出することを可能とするものです。 

  （２）は、条文の整理を行うものです。 
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  ３、施行期日ですが、公布の日でございます。 

  補足説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  ９番、梶川議員。 

○９番（梶川三樹夫君） 今、説明をいただいたんですけども、ちょっとよく理解がで

きていないんですけども、書面等のものを電子化するということなんですけども、ち

ょっと具体的なイメージが。例えばどういうものが電子化するのか。保育園でいえば、

お手帳なんかがなくなるのとか、そういうわけでもないんですかね。その通知文なん

かが。ちょっと具体的なこと、ちょっと例を挙げて教えてください。 

○議長（益田芳子君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（金本智巳君） 子育て支援課長でございます。 

  梶川議員の御質問にお答えします。 

  電磁的方法により提供するということなんですが、電磁的方法とは、電子メールや

電磁的記録媒体に記録して送付したりすることができるということです。電磁的記録

媒体とは、ＣＤとか、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ、ＵＳＢメモリー、フラッシュメモリーとか、

そういうのでやり取りをすることもできるということでございます。 

  具体的には、保育所と保護者との間の手続関係で、重要事項の説明に関するものと

か、延長保育や休日保育に関するもの、それから、アレルギー等があれば、その関係

の書類のやり取りとか、あと、園便り、給食便り、行事便りなどが想定されます。 

  以上でございます。 

○議長（益田芳子君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  ６番田中議員。 

○６番（田中伸武君） 今の、もうちょっと詳しく知りたいんですけど、これは全ての

保育園、幼稚園、認定こども園、ある企業の保育園に適用ということだろうと思うん

ですけども、今までも一部やっていたりしているところがあると思うんですけども、

保護者とのやり取りでですね、それがわざわざこうやって条例改正せないけん、その

理由、特に園便りとか何とかやっているところありますからね。なぜ、わざわざ条例

改正が必要で、もし、違反したり何なりしたら、何かペナルティーがあるんかどうか
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とか。その違い、教えてください。 

○議長（益田芳子君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（金本智巳君） 子育て支援課長です。 

  田中議員の御質問にお答えします。 

  今までそういう規定というか、そういうものがなかったので、そういうやり取りが

できるものを可能とするということで、このたび条例の改正ということで行っており

ます。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ６番田中議員。 

○６番（田中伸武君） 結構、スマホとか、あるいはいろんなことをやり取りしている

こと多いと思うんですけど、それが今までも可能だったわけですから、なぜ、わざわ

ざ条例が要るんですかね。 

○議長（益田芳子君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（金本智巳君） 子育て支援課長です。 

  今までは、書類でのやり取りということで、条例のほうはなっておったんですが、

そういう電磁的方法によっても提供することを可能とするということで、言われたよ

うに、そういうやり取りをされているところもあったりはするので、それで、このた

び、そういうこともやってもいいよというか、可能とするということで、条例の改正

をさせてもらっているところです。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ６番田中議員。 

○６番（田中伸武君） ちょっと、今、答弁漏れというか、さっきも言ったペナルティ

ーの有無について。 

○議長（益田芳子君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（金本智巳君） 子育て支援課長です。 

  ペナルティー等はありません。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

  １０番西議員。 

○１０番（西 友幸君） 電子化するいうことなんですが、今までの書類でのあれも可
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能いうことで考えてよろしいんですかね。 

○議長（益田芳子君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（金本智巳君） 子育て支援課長です。 

  今までどおり、書類でのやり取りは、それは可能です。そういう電磁的方法によっ

ても可能とするということで、書類でも、今までどおり可能でございます。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ほかになければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） ここで、発言の申出がありましたので、許可をいたします。 

  福祉課長兼職次長。 

○福祉保健部次長兼福祉課長（長西弘子君） 福祉課長兼職次長です。 

  午前中の齋藤議員の御質問でお答えできなかった点について、答えさせていただき

ます。 

  生活保護の受給状況が、県内で府中町どういうところだろうかということでござい

ましたが、受給状況を比較するのに保護率というもので比較をしております。これは、

被保護者の人員を人口で割ったもので、１０００分の１パーミルという単位となって

おります。 

  令和３年９月現在ですが、府中町の保護率は９．２９パーミル、県内の平均が

１４．４０パーミル、県内での多いほうから府中町は６番目という順位になっており

ます。広島市、呉市、福山市などが、１、２、３位となっておりまして、都市部のほ

うが比較的多いという状況が見て取れることとなっております。 
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  以上です。 

○議長（益田芳子君） 次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第１２、第５３号議案、府中町家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第５３号議案 令和３年１２月１７日提出。 

  府中町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につ

いて。 

  府中町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例を次のように定める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を

改正する省令及び障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基

づく指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改

正する省令の施行に伴い、条例の一部を改正するものでございます。 

  補足説明は、福祉保健部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  福祉保健部長。 

○福祉保健部長（山西仁子君） 福祉保健部長です。 

  第５３号議案、府中町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正について、補足して説明いたします。 

  第５３号議案参考資料を御覧ください。 

  １、改正の趣旨でございます。 

  家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令及び障害者の

日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指定障害福祉サービス

の事業等の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令の施行に伴い、

条例の一部を改正するものでございます。 

  この条例は、改正省令に準じて改正する必要がありますので、家庭的保育事業等の
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設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、町が条例で定めている基準の一部を改

正するものです。 

  家庭的保育事業等とは、第５２号議案で御説明いたしました府中町特定教育・保育

施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例における特定地域型保

育事業のことで、家庭的保育事業、小規模保育事業、居宅訪問型保育事業、事業所内

保育事業のことをいいます。 

  次に、２、改正事項の概要です。 

  （１）は、デジタル化の推進に伴い、子ども・子育て支援新制度において、家庭的

保育事業者等が記録、作成、保存等を行うものや、保護者との手続等に関するものに

ついて、保護者の利便性向上や保育所の業務負担軽減等の観点から、従来の書面等の

交付または提出に代えて、電磁的方法により提出することを可能とするものです。 

  （２）は、条文の整理を行うものです。 

  ３、施行期日でございますが、公布の日でございます。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決決定いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第１３、第５４号議案、府中町国民健康保険条例の一部改

正についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 
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  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第５４号議案 令和３年１２月１７日提出。 

  府中町国民健康保険条例の一部改正について。 

  府中町国民健康保険条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、健康保険法施行令等の一部を改正する政令の施行に伴い、

国民健康保険に係る出産育児一時金の支給額を変更するため、条例の一部を改正する

ものでございます。 

  補足説明は、引き続き福祉保健部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  福祉保健部長。 

○福祉保健部長（山西仁子君） 福祉保健部長です。 

  第５４号議案、府中町国民健康保険条例の一部改正について、補足して説明いたし

ます。 

  第５４号議案参考資料を御覧ください。 

  １、改正の趣旨でございます。 

  健康保険法施行令等の一部を改正する政令の施行に伴い、国民健康保険に係る出産

育児一時金の支給額を変更するため、条例の一部を改正するものです。 

  次に、２、改正事項の概要でございますが、改正内容につきましては、府中町国民

健康保険条例新旧対照表で御説明いたします。 

  １ページ前の新旧対照表を御覧ください。 

  第７条中の４０万４，０００円を４０万８，０００円に、１万６，０００円を１万

２，０００円に改めております。 

  出産育児一時金とは、出産時の費用負担の軽減を図るために支給されるもので、現

在４２万円が支給されています。この４２万円の内訳は、出産育児一時金本体部分の

４０万４，０００円と出産時の医療事故等に備えるための産科医療補償制度の掛金部

分１万６，０００円となっております。 

  このたび、産科医療補償制度における掛金の額の見直しが行われ、令和４年１月以

降の出産について、従来の１万６，０００円が１万２，０００円に引き下げられたも

のですが、従来の総支給額４２万円を維持するために、本体部分の支給額を４０万
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４，０００円から４０万８，０００円に引き上げるものです。 

  出産された方に支給する金額は４２万円のままで変更はございませんが、分娩機関

に支払う金額が産科医療補償制度掛金の引下げ分だけ少なくなることが見込まれます

ので、出産される方の負担軽減につながる改正となっております。 

  １ページめくっていただき、参考資料にお戻りください。 

  ３、施行期日等です。 

  施行期日は、令和４年１月１日でございます。ただし、施行日前に出産した被保険

者の出産育児一時金の額は、従前の例によります。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか、 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決決定いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第１４、第５５号議案、府中町国民健康保険税条例の一部

改正についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第５５号議案 令和３年１２月１７日提出。 

  府中町国民健康保険税条例の一部改正について。 

  府中町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

                              府中町長 佐藤信治 



- 56 - 

  提案理由でございますが、全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険

法等の一部を改正する法律の施行により、地方税法が改正されたため、条例の一部を

改正するものでございます。 

  補足説明は財務部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  財務部長 

○財務部長（胡子幸穂君） 財務部長です。 

  府中町国民健康保険税条例の一部改正について、補足して説明します。 

  第５５号議案参考資料を御覧ください。 

  １、改正の趣旨です。 

  全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律

の施行に伴い、地方税法が改正されたため、府中町国民健康保険税条例の一部を改正

するものです。 

  ２、改正事項の概要です。 

  （１）の表を御覧ください。 

  子育て世帯の負担軽減を図るため、国民健康保険に加入している未就学児に係る均

等割額の２分の１を軽減するものです。 

  １番目の行に記載しています７割軽減の世帯を御覧ください。被保険者の均等割額

は、①基礎課税額と②後期高齢者支援金等課税額の合計額、３番目の行になります、

軽減前の額は、Ａ列の３万４，９００円で、これにＢ列の２万４，４３０円を引いた

１万４７０円が７割軽減世帯の均等割額になりますが、未就学児については、２分の

１を軽減して、均等割額を５，２３５円とするものです。同様に５割軽減世帯につい

ては、２分の１を減額して８，７２５円、２割軽減世帯については１万３，９６０円

に、軽減なし世帯については１万７，４５０円とするものです。 

  次に、（２）及び（３）については、いずれも条文を整理するための改正ですが、

（２）につきましては、（１）で御説明しました未就学児に係る被保険者均等割額の

減額制度を新設することによって生じる項ずれの整備を行うものです。 

  （３）につきましては、規定内容を明確にするための条文整備です。 

  ３、施行期日です。 

  本改正は、令和４年４月１日から施行します。改正後の規定は、令和４年度以後の
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年度分の国民健康保険税から適用し、令和３年度分までのものについては、なお従前

の例によるものとするものです。ただし、（３）の改正につきましては、公布の日か

ら施行します。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  １１番寺尾議員。  

○１１番（寺尾光司君） これは子育て支援の拡充ということで、国保の加入者のうち

未就学児童を扶養している世帯の負担軽減というか、保険料を軽減しようということ

です。 

  それで、負担が５割軽減されるいうのは分かるんですが、実際のどのくらいの影響

があるか、例えば、どれくらいの世帯の方が、これ、来年度からいうことですけど、

今年度で考えると、どのくらいの世帯が、この対象になるかということと、あと、実

際の軽減額がどのくらいの見込みがあるのかということと、あと、軽減額は、少なく

なった分は誰が負担するんかという部分の説明も、もうちょっと丁寧にしていただけ

ればなと思いますので、ちょっとその３点、よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 税務課長。 

○税務課長（藤田正明君） 税務課長です。 

  寺尾議員の質問にお答えします。 

  未就学児に係る均等割額が２分の１となることにより、３年度の状況からすると、

１９５人が該当し、約２４４万円が影響額となります。 

  それから、国と県から基盤安定負担金として措置されることとなります。国が２分

の１、県が４分の１となります。 

  説明は以上でございます。 

○議長（益田芳子君） １１番寺尾議員。  

○１１番（寺尾光司君） 今の負担割合のところで、要は国と県で７５％入るいうこと

で、残りの２５％はどうなるんですか。 

○議長（益田芳子君） 税務課長。 

○税務課長（藤田正明君） 税務課長です。 

  残りの４分の１は、町の負担ということになります。 
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  以上です。 

○議長（益田芳子君） １１番寺尾議員。  

○１１番（寺尾光司君） これ、国の制度に基づいて負担軽減を図るということなので、

残りの４分の１の町負担といっても、基本的には加入者ではなくて、町の一般財源、

国から交付税措置があるというふうに思いますけれど、そういったことで、加入者に

ついては負担増にはならないということで理解してよろしいでしょうか。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

  財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） 財務部長です。 

  寺尾議員おっしゃるとおり、国・県・町の負担になりますので、被保険者の負担に

はなりません。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか、 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決決定いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第１５、第５６号議案、府中町立公民館の設置及び管理条

例及び府中町歴史民俗資料館の設置及び管理条例の一部改正についてを議題に供しま

す。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第５６号議案 令和３年１２月１７日提出。 
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  府中町立公民館の設置及び管理条例及び府中町歴史民俗資料館の設置及び管理条例

の一部改正について。 

  府中町立公民館の設置及び管理条例及び府中町歴史民俗資料館の設置及び管理条例

の一部を改正する条例を次のように定める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、府中町立府中公民館の改築及び府中町歴史民俗資料館の

移転に伴い、府中町立公民館の使用料、府中町歴史民俗資料館の住所及び館内施設の

名称の一部を変更するため、条例の一部を改正するものでございます。 

  補足説明は、教育部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  教育部長。 

○教育部長（榎並隆浩君） 教育部長です。 

  第５６号議案、府中町立公民館の設置及び管理条例及び府中町歴史民俗資料館の設

置及び管理条例の一部改正について、補足して説明します。 

  第５６号議案参考資料を御覧ください。 

  １、改正の趣旨でございます。 

  府中町立府中公民館の改築及び府中町歴史民俗資料館の移転に伴い、府中町立公民

館の使用料、府中町歴史民俗資料館の住所及び館内施設の名称の一部を変更するため、

条例の一部を改正するものでございます。 

  ２、改正事項の概要ですが、第１条による改正は、府中町立公民館の設置及び管理

条例の一部を改正するものです。 

  まず、（１）府中公民館の各室の使用料の改定です。 

  表で示すとおり、時間区分を１時間として使用料を改定するものです。部屋の区分

として、大ホールから和室までの９つの区分となっており、使用料は第４集会室の

５３０円から大ホールの５，５００円までとなっております。 

  ここで、使用料の算定の仕方について説明いたします。 

  このたびの使用料の算定におきましては、先日の全員協議会において、財務部が説

明しましたとおり、１平米当たりの１時間単価を算定し、それに部屋の面積を掛け、

さらには、その金額に受益者負担率を掛けて算定しております。 

  受益者負担率につきましては、公民館という施設の持っている性格を考慮しており、
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５０％としております。これは、半分は公費負担で、残りの半分は受益者、つまり利

用者負担とするものでございます。 

  なお、大ホールは、今回の算定ですと、近隣市町と比べ使用料が高くなることから、

実面積ではなく、スポーツ利用を想定した利用可能面積を用い、本算定の約６５％程

度としております。 

  次に、（２）府中南公民館の使用料の時間区分を１時間単位にし、区分欄の室名を

整理する改正です。 

  現行では、両公民館の使用料の時間区分が利用開始から２時間までとなっており、

１時間の利用でも２時間分の使用料を頂くようになっております。実態としては、そ

うした１時間だけの利用というのは数パーセントしかない状況ですが、町内の他の多

くの公共施設が１時間単位となっていることから、府中公民館の改正と同様に、府中

南公民館も使用料の時間区分を１時間単位に改正するものです。 

  また、今回の改正により、府中南公民館の区分欄の室名を実際に使用している室名

に整理しております。 

  次に、第２条による改正は、府中町歴史民俗資料館の設置及び管理条例の一部を改

正するものです。 

  改正内容は、府中町歴史民俗資料館の住所及び室名を変更するものです。現在の府

中町歴史民俗資料館の住所は、府中町本町二丁目１４番１号ですが、移転後の住所、

府中町本町１５番１号に変更するものです。 

  また、館内施設の室名、ロビーとあるのをギャラリーに変更するものでございます。 

  ３、施行期日は、令和４年４月１日です。 

  以上が条例改正の内容ですが、ただいま説明しました府中公民館の使用料の条例改

正について、議員の皆様に説明をするために、去る１２月９日木曜日に全員協議会を

開催させていただきました。その際、議員の皆様から、使用料の改定について、激変

緩和や段階的な引上げをすべきではないかなど意見を頂き、町内部で協議した結果、

配慮すべきであると考えたところです。 

  そのため、それらの意見を加味した使用料改定を考慮した資料が、本日お配りして

いる第５６－１号議案参考資料となります。 

  この資料は、町内公共施設の使用料について、令和４年度、令和５年度の２年間に

おいて、検討や見直しを行うことから、その間は段階的に経過措置を設け、利用者の
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負担軽減を行い、令和６年度から、このたび提案させていただいた改定後の使用料へ

移行していきたいといった内容です。 

  それでは、本日配付している資料を御覧ください。 

  まず、１、府中公民館使用料改定比較についてです。 

  左端の列に旧府中公民館の室名を、その右の改定前の列に部屋ごとの面積・１時間

当たりの使用料を示しております。その右に新府中公民館の室名、面積と１時間当た

りの使用料を示し、その右に差額Ａとして、改定後使用料と改定前使用料の差を示し

ております。 

  次に、その右には、Ｒ４・５年度の各年度の調整額を示しております。これは、こ

のたびの改定前後の差額Ａを３年間で段階的に引き上げることから、３分の１を掛け

ております。この調整額が各部屋の単年度の引上げ額となります。 

  次に、２、経過措置を踏まえた府中公民館使用料を御覧ください。 

  まず、令和４年度使用料です。 

  そこに計算式を示しておりますが、改定前使用料①に先ほど説明した各年度の調整

額○ａを足した使用料が各部屋の令和４年度の使用料となります。令和４年度は、この

使用料を徴収していきたいと考えております。 

  その右に、令和４年度の減免額を示しております。これは、改定後の使用料からど

れだけ減免になっているかを示しております。 

  次に令和５年度の各部屋の使用料ですが、算式④にありますように、令和４年度使

用料に各年度の調整額○ａを足した額が令和５年度の使用料です。その右には、同様に

令和５年度の減免額を示しております。 

  令和６年度で、今回の改正条例の使用料となります。 

  このように令和４年度、令和５年度と段階的に経過措置を踏まえ、令和６年度で今

回の改正条例の使用料となります。 

  次に、本条例改正に併せて行う冷暖房設備使用料の改正についてです。 

  冷暖房設備使用料につきましては、改築前はコインタイマー方式で、１００円単位

でしたが、新府中公民館では、コインタイマー方式をやめ、冷暖房設備の消費電力量

で算定した使用料を徴収するよう考えております。 

  その結果、冷暖房設備使用料は、全員協議会においてもお示ししたとおり、１時間

当たり５０円から１，４００円となります。 
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  全員協議会で御意見も頂きましたが、各部屋の形状や大きさにより消費電力量も異

なります。冷暖房設備使用料は実費相当であることから、改定後の使用料での徴収を

お願いしたいと考えております。 

  ただいま説明した施設使用料の経過措置の内容につきましては、府中町立公民館管

理運営規則の減免規定により運用し、また、冷暖房設備使用料においても、同規則に

て改正していきたいと考えております。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  ２番宮本議員。 

○２番（宮本 彰君） ２番宮本です。 

  改正後の金額のところなんですけども、１ページでしたかね、府中公民館の下に府

中南公民館が載っておるんですけども、府中南公民館も改正後の金額がこの金額にな

るということなんでしょうけども、前と同じということなんですかね、載っていない

ということは。 

○議長（益田芳子君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（山本進一君） 社会教育課長です。 

  宮本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  このたびは、南公民館の施設使用料についての改定はございません。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

  ６番田中議員。 

○６番（田中伸武君） 全協の議員の声等を受けて、配慮した措置を取られたことは、

非常に評価したいと思います。 

  現実には、激変緩和措置が設管条例に基づく運営規則でしたよね。で、やると。こ

れは、教育長の権限で、法令上というか、規則上やることになっていると思うんです

けども、ここで、やはり教育長の御意見を一応聞かせていただきたいと。もちろん、

条例提出は町長の権限でございますし、教育長もそれはそれで尊重されておるんだろ

うと思うんですけども、教育長としては、今回の減免措置、あるいは、新しい料金体

系について、お考えを一応、一応言うたら失礼ですが、聞かせてください。権限を持
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っている方として。 

○議長（益田芳子君） 教育長。 

○教育長（新田憲章君） 田中議員の御質問にお答えいたします。 

  この新しい公民館は、前公民館は昭和３０年に建設されて６７年たっております。

大変老朽化し、使い勝手も悪い、悪いと言ったらあれなんですが、使い勝手があまり

芳しくない施設でございました。 

  今回建設しております公民館は、県内でも誇れる多機能の公民館でございまして、

また、広島市近郊にあって、駐車場６０台も有する大きな公民館を設けさせていただ

きました。 

  その観点からしますと、今回改定いたします使用料は、私といたしましては適切な

ものであると思っております。 

  しかしながら、公民館は地方自治法第２４４条の公の施設でございますが、社会教

育法第２０条で社会教育の目的に沿って運営をしなければなりません。そうなります

と、町内で社会教育活動、また、まちづくりの活動に資する行動をされる町民の方た

ちの活動には便宜が必要でございます。それを規則の減免措置で対応しておるわけで

ございます。 

  ですが、今まで活動されていらっしゃった方もそこにいらっしゃいまして、その方

たちは従前の使用料で活動されております。ですが、新しい公民館の機能は見ていた

だいて、それに沿った金額であるというふうに納得していただくためには、活動して

いただいて、その中で理解をしていただきたいと思っている次第でございます。その

ために、この経過措置を踏まえた使用料の減免措置という措置で対応させていただき

たいというふうに考えておる次第でございます。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

  １１番寺尾議員。  

○１１番（寺尾光司君） １１番寺尾です。 

  使用料改正については、激変緩和というか、経過措置ということで、減免措置とし

て実施するということで、さきの全協での協議を踏まえた措置ということで、理事者

側の配慮は十分理解いたします。この点については、ちょっと後段で要望を含めて質

問したいと思うんですが、まず、その前に、それ以外の質問をちょっとしたいと思い
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ます。 

  全協でも一部話が出ていたと思うんですが、新公民館には、創作室に陶芸用の電気

窯が設置されるということでございます。従来はプロパン窯があったんですが、それ

以外にも、新公民館には、調理設備とか、放送器具、スポーツの用具もあると、新規

に購入されると思います。また、印刷等の機器もございます。そういった設備関係が

あるんですが、これらについては、特に条例上規定がないというふうに見えるんです

が、これらについては、無償使用ということでいいのかどうか、というのが第１点目

でございます。 

  そして２つ目が、先ほど説明があった電力の使用料。エアコン、冷暖房の設備につ

いては、実費を基準で規則に定めるというふうに条例で書いてあるんですが、規則で

定めるいうのは、事前に今日示されて、全協どおりということで、ちょっとがっかり

いう表現がいいかどうかあれだけども、もうちょっと配慮が欲しいというところなん

ですが、全体的にはエアコンについては下がる部屋が多いんですが、やはり一番のネ

ックは大ホールだと思います。それで、現状の運用でいえば、冷暖房の使用料は減免

はないんで、定期利用団体で使用料が減免されるところでも、冷暖房の使用料は頂い

て い る と い う こ と で す の で 、 こ れ ま で １ 時 間 ７ ０ ０ 円 払 い よ っ た と こ ろ が

１，４００円。大体、利用からいえば２時間から３時間使われると思うんですけど、

３時間使ったら、２，１００円負担が４，２００円ということで、ちょっとこれがど

うなんかなと。 

  特に大ホール使っているのが、スポーツで利用されるところが多いんですが、小学

生とか幼稚園の子どもさんを集めたスポーツ活動とかですね、あと、ビーチバレーと

か、そういった活動をされているんで、そういった活動をされている人らに冷暖房費、

倍になります言うて、使用料は軽減措置あるんですけど、こっちについては実費でし

かありませんと。ほかの部屋は減るんですけど、ここだけ増やしますいうことで、全

協でも言いましたけれど、使用料については、大ホールについては６５％の減免をか

けて、高過ぎたから低くしたというんですけど、冷暖房費についても、やはりちょっ

と高いと思いますので、その辺、減免措置なり経過措置いうのが、教育委員会の権限

でできるという規定になっていると思いますので、ぜひ、考えていただきたいという

ふうに思います。これが２点目です。 

  それで３点目が、歴史民俗資料館の関係ですが、名称変更でロビーをギャラリーと
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いうふうに変更するということで、新たにギャラリーという部屋ができるというとい

うことですが、このギャラリーという部屋は、どんな部屋であるかいうのをもうちょ

っと具体的に説明してほしいです。現在の条例上、ロビーですけど、占用使用許可の

規定がありますので、どういった場合、今後、ギャラリーを貸出しをするのか。それ

で、ギャラリーを貸し出した場合の使用料とか、冷暖房の使用料ですね、これについ

てはどうなるのか。規定がないいうことは無料かもしれませんけど、ちなみにですね、

同じくくすのきにギャラリーという施設があるんですけど、こちらについては有料だ

というふうに聞いていますが、その辺の整合性もあるのかなというふうに思ったりす

るので、ちょっとギャラリーの扱いについて教えてください。 

  それと４つ目に、資料館の入館料の関係でございます。現在、資料館条例で通常展

示を閲覧する、観覧するという場合の入館料は無料という扱いになっております。特

別展示は１，０００円以内で別途定めるいうふうになってますけれど、この部分につ

いては改正されないということなので、無料のままということでいいのかどうかとい

うのを確認をお願いします。現在、資料館の開館当時、昭和５９年だと思いますけど、

開館当時は幾らか入館料を徴収していたのではないかというふうに思っておりますの

で、今回、財務部のほうで全体的な見直しも進められているということなんですが、

この有料化については検討されたかどうか。そういった算定ルールとは対象外の施設

というふうに思っているのかどうか。別に有料にせいって言いよるんじゃないですけ

ど、無料なら無料いうことで、どういう検討経過で歴民の資料館のほうの入館料が無

料のままなのかというのをお知らせください。 

  それと使用料の関係でございます。３年をかけて経過措置、激変緩和ということで

行っていくということで配慮いただいているんですが、やはり私自身は引上げ額とい

うのは大きい、大き過ぎるというのが実感でございます。全協でも言いましたが、創

作室が１時間１００円が１，２２０円ということで、１２倍、１，２００％の引上げ、

３時間使用した場合は、３００円だったんが、今度は３，６６０円ということになり

ます。また、一番使い勝手がいいと思われる部屋ですが、小ホールが使い勝手いいと

思うんですが、これが前が１時間３３０円だったのが２，１５０円ですか、というこ

とで、６．５倍。３時間使用すると、９９０円が６，４５０円というふうになります。

大ホールは１，０２０円が５，５００円いうことで、５．４倍いうことで、新築をし

たんだから、それとか、これまでが安過ぎたんだからということで、激変緩和という
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措置をしますといっても、やはり住民感情からすると、引上げ幅いうのは大きいと感

じられると、感じられるというか、大きいと思います。 

  これまでどおりの減免の扱いというのは変更しないということなので、影響する団

体は少ないと見る向きもあるということですが、特定の一部の限られた利用者団体に

対して、急激な負担増につながるというふうに思います。ぜひ、今後、運用について

考えていただきたいんですが。 

  また、もう一つ、今回の使用料の見直しについては、来年度行う町全体の公共施設

使用料の見直し検討に先立ち見直されたということでありまして、検討途中の見直し

の基本ルールなどの考え方も、さきの全協で示されていただきました。その全体的な

使用料算定の考え方と、今回の公民館使用料の見直しの内容が議員に示されたのが、

これが先週の１２月９日の全協が初めてであり、その他住民の意見の聴取については、

今年の夏の住民アンケートのみということでございました。関係者への説明とか、理

解を求めることも、特に行われていないというふうに答弁がありました。こうしたや

り方というのが、やはり議論が不十分、どうしても先走りと、見切り発車と言われて

も仕方ないというふうに思われます。もうちょっと丁寧な進め方が必要ではなかった

のかなということで、これは意見として、今後、もっと丁寧にしていただきたいとい

うことで申しておきます。 

  さらに、手順としては、公共施設使用料につきましては、これの全体的な見直し検

討を進め、それが決まってから個別の見直しを行うべきというふうに思います。使用

料の見直しは、公共料金の引上げということでございます。その必要性や根拠を丁寧

に説明し、住民、施設利用者等の理解を得て進めるべきものと考えております。関係

団体への意見聴取やら、また、外部委員等による審議会とか懇話会、あと、パブリッ

クコメントなどもしっかり活用されて、ぜひ、今後検討いただきたいと思います。 

  また、使用料の見直しというのは、公共施設の維持管理や更新に多額な費用がかか

るいうことから、利用者の費用負担の増を求めるということが、あるいは収入増を図

るということであるならば、一番の問題点は、やはり現状の利用団体の大半が全額減

免団体扱いとなっているが大きいと思います。この見直しを避けて通ることはできな

いと思います。 

  減免の見直しと使用料見直しは、やはりセットで考える必要があると思います。 

  また、減免の見直しは、個々の施設だけ、ごとにということではなく、町全体の公
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共施設において、バランスが必要があります。ここでは減免になるけど、ここには減

免にならないというようなことにはならないと思いますので、その減免の考え方、基

準の設定は、町全体で、まず基本部分を検討して、それから個別の施設を検討すると

いうやり方をぜひ行っていただきたいと思います。 

  あと、それと全協で示された算定ルールの件ですが、全協でも言いましたが、使用

料算定式の中の係数であります施設の性質別受益者負担割合は、これは設定の説明が

なかったと、何で５０％かという部分も説明がなかったと、さらに近隣等比較とか、

激変緩和措置はどういう場合に取るかといったものについても説明がなかったので、

もう少し具体的な説明を、今後いただきたい。 

  あと、先ほど言いましたが、公民館の受益者負担割合が５０％と設定されておりま

したが、地区センターや交流センターと本当に同じ５０％でよいのかということで、

私は疑問に思います。先ほど教育長もありましたが、公民館は社会教育施設でござい

まして、営利目的では開設はできない施設でございます。他の都市の事例では、５段

階での区分で、市民活動施設の受益者負担割合は２５％と設定されている例もありま

した。また、地域コミュニティー施設として、１０％の受益者負担割合というような

設定をされている団体もありました。 

  そういったいろいろとやり方、考え方があると思いますので、ぜひ、もう一度検討

をしていただきたいと思います。 

  そして、あと、全協でも議員のほうから指摘されましたが、原価計算式の中の目標

稼働率の問題です。これが３０％と設定されて、今回、公民館の使用料が出されてお

りますが、この３０％の目標ということは、３０％の人が払う使用料で半分の経費を

回収するということは、残りの７０％、未使用の部分を３０％のところへ乗せるよう

な考え方になるのではないかというふうに思います。目標稼働率が低ければ低いほど、

逆に言えば利用する人の負担が増えるというので、ちょっとこの目標稼働率いう設定

がどうなのかなというふうに思います。他都市の例で調べたら、目標稼働率の考えは

導入していないところも何か所かありましたので、ぜひ、これはこういう考え方が必

要かどうかというのは、再検討をお願いしたい。 

  あと、それと、これは具体的に第１集会室の使用料ということで、全協の資料に金

額が入っておりましたが、この年間の維持管理費の考え方です。明細が、今回、資料

示していなかったんですが、歴民とか、消防団の詰所の中の維持管理経費も含まれた
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数字じゃないかなというふうに見えたりします。また、人件費４人分が入っていると

いうことでしたが、この４人分いうのは、維持管理だけに携わっている職員ではあり

ませんので、事業運営の経費についても、維持管理費の中に含まれた算定になってい

るおそれもあるということもありますので、もう少し丁寧な説明をいただきたいとい

うふうに思いました。 

  いろいろ課題があると思います。ぜひ、次年度以降、検討される中に当たって、再

度の見直しをお願いしたいということで、これは要望をしておきます。 

  全協のほうで、財務部長から答弁がありましたけれど、今年の夏、管財課のほうで

公共施設に関するアンケート調査というのがやられております。そういうのがやられ

ていたということで、ホームページのほうで報告書のほうをちょっと見させていただ

いたんですが、この中の報告書のまとめの部分にですね、このような記載がありまし

た。「受益者負担を増やした結果、施設の稼働率が大きく下がることがないように、

使用料見直しについては慎重に進めていく必要がある」ということで、まさにそのと

おりだと思います。利用されて、利用者があっての公共施設ですので、見直しいうの

は必要なことでございますが、慎重に進めていただきたい、丁寧に進めていただきた

いと思います。 

  これまで長年、町の公共施設の使用料の見直しというのはされてきていなかったと

いう実態もございます。本当、今回新たにこういう施設新設に当たって手をつけられ

たということで、担当者の御苦労も大変理解をいたしますが、そうはいっても町民の

方、利用者への負担増を求めるということでございますので、より親切丁寧な説明が

必要だと思っております。 

  いろいろ申しましたが、来年度検討に当たって、ぜひ、参考意見として検討をして

いただきたく要望をいたします。 

  前段の質問部分も含めて、理事者側の思いがあれば、御回答をお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） ここで休憩をいたしたいと思います。 

  ２時２０分まで休憩をいたします。休憩。 

（休憩 午後 ２時０６分） 

 

（再開 午後 ２時１７分） 
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○議長（益田芳子君） 休憩中の議会を再開します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 社会教育課長。 

  社会教育課長。 

○社会教育課長（山本進一君） 社会教育課長です。 

  寺尾議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

  まず１点目、新公民館の創作室に陶芸用の電気窯が設置されるということと、それ

以外にも、調理、放送器具や印刷機器など、そういった器具関係が無償であるかとい

う御質問でございますが、まず、調理室なんかの調理設備や放送器具、マイク・スピ

ーカーセットやＣＤデッキは、今までどおり無料で御利用いただくようにしたいと思

っております。また、印刷機器はコピー代金を徴収させていただいており、また、創

作室の陶芸用の電気窯については、電気料を徴収するという形を取りたいと考えてお

ります。 

  ２点目ですが、大ホールの使用料のことでございます。今回、７００円から

１，４００円に改定させていただくということでございますが、新公民館の大ホール

は旧公民館の大ホールと比べて、床面積で１．１倍、高さで１．２倍、また、容積的

にも１．３倍の広さになる建物になります。今回、新公民館の大ホールの用途に応じ

た空調設備を設置しているということでもございますので、改定後の使用料で御利用

いただきたいというように考えております。 

  続きまして、歴史民俗資料館のギャラリーのことでございます。また、占用許可の

規定について、どのような貸出しをするとか、貸出しの場合の使用料の冷暖房はどう

なるかという点でございますが、今回の歴史民俗資料館のギャラリーでは、季節に合

わせてテーマによるコレクション展示や創作活動の成果・展示等、何度来ても発見の

ある多彩な展示やイベントを展開するエリアとなっております。ギャラリーでの企画

展は、私どもとしても、主催として年３回から４回の開催を計画しております。企画

展の計画では、今、マツダ株式会社様とか、中国新聞社の方、また、県内の資料館へ

開催の案内などの協議なども進めさせていただきたいと思っております。 

  また、ギャラリーの貸出しですが、教育委員会が主催・共催での使用を考えており

ますので、使用料、冷暖房使用料の徴収はしないという形で運営をさせていただきた

いと考えております。 
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  あと、歴史民俗資料館の入館料無料ということでございますが、歴史民俗資料館に

おける展示などは、地域の歴史や文化の価値と魅力を町民と広く共有し、文化活動の

推進につなげるだけではなく、その歴史や文化が町の特性にも影響していることを改

めて町民の方に伝える効果があると考えております。町民の方々が、それらに触れる

機会をより多く創出することは、町民の方々が歴史を継承し、文化を創造するまちづ

くりの主役になるための取組の一つであると考えております。また、町民の方からは、

観覧に係る料金を徴収せずに運用していきたいというように考えております。 

  答弁は以上です。 

○議長（益田芳子君） １１番寺尾議員。  

○１１番（寺尾光司君） 財務部のほうから、特に回答がないことで、要望いうことで、

聞いていただけるということで理解していいのかなというふうに思ったりをしており

ます。 

  それで、ちょっと、今、社会教育課長のほうから答弁があったことについての再度

の質問ですが、１つ目の設備等の使用料の関係で、電気代は頂くよという話はあった

んですけれど、今の例規上の扱いは、電力使用料は冷暖房設備を使用した場合いうこ

とで、限られておりますよね。あと、ちょっとごそごそっと言われた中で、印刷費に

ついては、実費を頂いているというような話もあって、ちょっとその辺、整理をした

らどうかなというふうに思います。これまでも実際は頂いていた部分、知っています。

その担当もしていましたけれど、条例上、根拠がないんですね。４月オープンには、

まだもう一回議会がありますので、そういった部分について、再度見直しをした上、

必要があれば条例改正を再度考えていただくというのも、ちょっとお願いしたいとい

うふうに思います。 

  それと、大ホールの関係、エアコン使用料、冷暖房使用料の関係ですが、実費だか

らお願いしたいということですが、やはりちょっと何とかならんのですかというしか

言いようがないです。特に減免規定がありませんので、全額減免せいというような言

い方を、私しているんではなくて、実際、倍になる部分を言っているんですが、もう

ちょっと利用者団体を見ながら、寒い中、エアコンつけずに使うというので体調を悪

くしたいうようなことにならないように、暑い中、熱中症になったりいうようなこと

もならないように、やはりその辺、もう少し配慮、利用者が少なくなるいうこともあ

るかも、利用率が下がるいうこともあるかもしれないと思いますので、再度、検討い
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ただきたいということで、これは要望をいたします。 

  それと、ギャラリーの関係ですが、今の説明でいいますと、基本的には共催とか、

主催で利用するということですが、例えば、これまで歴民のロビーでいえば、住民団

体の方が椿展をやったり、写真展をやったりしています。そういった人への貸出しい

うのはしないのかどうか。今の説明じゃしないということですが、要望があった場合

どうするのかということで、ほかの部屋を紹介するのかというのがあったりするんで

うけど、もうちょっと融通のある使い方があっていいのかなと。逆に言えば使用料を

設定してもいいのかなというふうに思ったりしますので、改めて御検討いただきたい

というふうに思います。 

  それと、入館料につきましても、町民の方にしっかり見ていただきたいということ

ですが、今回、一般質問でも出しておりますけれど、歴民の展示室は下岡田が国史跡

に指定されたということで、ちょっと大きな目玉となるような展示も考えておられる

みたいなので、町民さんだけでなくて、広く日本国内から、海外まではいかんと思う

んですけど、国内の方から興味のある方は、ぜひ来ていただけるんじゃないかという

ふうに思っております。そういった方から、せめて維持管理じゃないけれど、掃除代

ぐらいはもらうようなことを考えてもいいのかなというふうにも思います。小学生と

か、町民の方は減免いう規定も、それは使えばいいと思いますけれど、やはりある程

度費用を頂いて、その分、展示資料の充実に使うというような発想が必要じゃないか

というふうに思いますので、これも再度検討をいただきたいというふうに思います。 

  以上、４点については、要望を含めて、ちょっと考え方を言いましたので、答弁が

あればお願いします。 

○議長（益田芳子君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（山本進一君） 社会教育課長です。 

  ギャラリーの占用、御利用につきましては、先ほど、町教育委員会の主催・共催と

いうことを原則とさせていただきたいと思いますが、当然、公民館の活動者の方で展

示をしたいと、そういったこともございますので、その辺りはしっかりと相談に乗ら

せていただきまして、展示をしていただきながら、また、公民館と歴史民俗資料館の

複合化した機能をより生かしていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

  ８番二見議員。賛成討論ですか、反対討論ですか。 

○８番（二見伸吾君） 反対討論です。 

○議長（益田芳子君） まず、原案反対者から討論を行います。 

  原案に反対の方、８番二見議員。 

○８番（二見伸吾君） ８番二見です。 

  第５６号議案、府中町立公民館の設置及び管理条例及び府中町歴史民俗資料館の設

置及び管理条例の一部改正について、反対し、討論いたします。 

  この議案は、府中町立公民館の使用料を見直し、値上げをするものであります。現

行の使用料は周辺市町よりも低廉であり、また、定期的に施設を使う５２の登録団体

は１週間に１回、２時間まで使用料が免除されており、値上げは一切まかりならない

というつもりはありません。本日、段階的に値上げをするという提案もありました。 

  しかしながら、３つの点で問題があると思います。 

  第１に、３年かけて段階的に値上げするといっても、令和６年度以降は提案どおり

の利用料になるわけです。とりわけ大ホール、小ホールの上げ幅が大きく、大ホール

は５．４倍、小ホールは６．５倍となります。ホールは会議室と違って長時間の利用

が想定されます。大ホールの場合、２時間の催物をすれば、準備、後片づけを含めて

３時間借りることになりますので、１万６，５００円、４時間なら２万２，０００円

必要であります。財政力のある団体以外は借りることができません。 

  第２に、他施設への影響です。南公民館も建て替えるでしょうから、施設が新しく

なれば、こちらも値上げになります。福寿館は現在のところ建て替えの計画はないよ

うですけれども、もし、建て替えとなれば、やはり値上げであります。ふれあい福祉

センターは社会福祉協議会の施設で、建て替えは大分先だと思いますが、他施設との

バランスということで値上げされるかもしれません。算定方式が明確になるというこ

とは、その式に当てはめて、各施設の利用料が設定され、今回と同じように値上げさ

れていくわけであります。 

  第３に、利用者にとっては、大幅な負担増になるのに、町の財政効果が乏しいとい

うことです。教育委員会が示した納付見込みは、定期活動グループと一般合わせて、



- 73 - 

平成２９年度実績３４万９，８８０円に対して、値上げ後は、９１万８，７００円、

その差、僅かに５６万８，８２０円。増収は６０万円にもならない。値上げによって

利用が減れば、見込まれた増収も入らないかもしれません。利用する町民の負担は増

え、町の収入がさして増えないのなら、値上げをする必要はありません。冒頭に申し

ましたように、値上げは絶対にしてはならないとは思いません。しかし、上げ幅を抑

えて、利用しやすいようにすべきであります。 

  以上の理由をもって、第５６号議案に反対いたします。 

○議長（益田芳子君） 次に、原案賛成者の討論を行います。 

  原案に賛成の方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 以上で討論を終わります。 

  これより採決を行います。 

  ただいまの出席議員は１８名で、採決に加わる者１７名でございます。 

  お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（益田芳子君） 賛成多数でございます。 

  よって、本案は可決することに決定いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第１６、第５７号議案、固定資産評価審査委員会委員選任

の同意についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第５７号議案 令和３年１２月１７日提出。 

  固定資産評価審査委員会委員選任の同意について。 

  府中町固定資産評価審査委員会委員に次の者を選任することについて、地方税法第

４２３条第３項の規定により議会の同意を求める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  委員に専任する方でございますが、まず、お一人は、住所、広島県安芸郡府中町石
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井城二丁目１７番５号、お名前が坂本雅司氏でございます。お二人目が、広島県安芸

郡府中町桃山一丁目１９番１０号、お名前が水野朋美氏でございます。 

  提案理由でございますが、固定資産評価審査委員会委員２名の任期が令和３年

１２月２４日をもって満了となるため、固定資産評価審査委員会委員を選任すること

について同意を求めるものでございます。 

  坂本氏は新任でございまして、６３歳、それと元町職員でございます。在職中は税

務課職員や総務部長として、税に関する業務に携わってこられた方でございます。 

  水野氏は再任で、４５歳の方でございます。平成１６年に司法書士試験に合格され、

平成１８年から司法書士法人水野合同事務所に勤務され、司法書士業務に通じ、地価

関する知識や経験をお持ちの方でございます。固定資産評価審査委員会委員には、平

成２７年１２月に御就任いただき、次が３期目になる方でございます。 

  御両人とも、新たな任期につきましては、令和３年１２月２５日から令和６年

１２月２４日までの３年間となります。 

  提案理由は以上でございまして、補足説明はございません。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（益田芳子君） 以上で提案説明を終わります。 

  ここでお諮りします。 

  本件は人事案件につき、慣例に従いまして、質疑、討論を省略し、原案のとおり同

意することに決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり同意することに決定をいたしました。 

  ここでお諮りいたします。 

  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。 

  よって、本日はこれをもって散会とし、次回は１２月２０日、午前９時３０分から

会議を開きます。御苦労さまでした。 

（散会 午後 ２時３６分） 


